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Ⅰ．予算の全体概要

１．配分方針

（１）令和2年度国土交通省関係予算については、「被災地の復旧・復興」、

「国民の安全・安心の確保」、「生産性と成長力の引き上げの加速」及

び「豊かで暮らしやすい地域づくり」の４分野に重点化したところであ

る。特に、「防災・減災、国土強靱化のための３か年緊急対策」を集中

的に実施するとともに、３か年緊急対策後も見据え、防災・減災が主流

となる安全・安心な社会づくりを実現することとしている。

（２）また、社会資本整備については、既存施設の計画的な維持管理・更新

を図りつつ、将来の成長の基盤となり、安全で豊かな国民生活の実現に

資する波及効果の大きな政策・プロジェクトを全国各地で戦略的かつ計

画的に展開していく必要がある。

（３）以上のような点を踏まえ、一般公共事業等予算の配分に当たっては、

・「水防災意識社会」の再構築に向けた水害対策や集中豪雨等に対応した

総合的な土砂災害対策の推進

・将来を見据えたインフラ老朽化対策の推進

・地域における総合的な防災・減災対策、老朽化対策等に対する集中的支

援（防災・安全交付金）

・効率的な物流ネットワークの強化

・国際バルク戦略港湾の機能強化

・成長の基盤となる社会資本整備の総合的支援（社会資本整備総合交付金）

・人口減少等を見据えた「コンパクト・プラス・ネットワーク」の形成

・若年・子育て世帯や高齢者世帯が安心して暮らせる住まいの確保

などについて、地域の実情や要望、事業の必要性や緊急性に基づき、配分

を行う。

-1-



２．予算の規模

中国地方整備局関係予算総事業費 ５，８１６億円 (前年比1.00倍)

うち 直轄事業費 ２，２００億円(前年比0.99倍)

補助事業費 ３，６１５億円(前年比倍1.02)

＜内 訳＞

・河川関係 ８３９億円

・道路関係 ２，０４４億円

・港湾空港関係 ２０８億円

・都市・住宅関係 ２７７億円

・営繕関係 ２０億円

・社会資本総合整備 ２，４２９億円

国土交通省全体事業費 ８兆８，６０９億円(前年比0.99倍)

うち 直轄事業費 ２兆８,８９７億円(前年比1.00倍)

補助事業費 ５兆９,７１２億円(前年比0.98倍)

※計数はそれぞれ四捨五入しているため、端数において合計とは一致しないものがある。

※港湾及び海岸（港湾分）には、下関市関係を含まない。

※社会資本総合整備に配分されている事業費は、配分する国費をもとに推計したものである。

３．予算の概要
※［ ］内は事業費（直轄＋補助）、（ ）内は対前年度比

【県名・○○直轄】又は【県名・○○補助（○○市）※( )は事業主体が市の場合に記載】

＜河川関係＞［８３９億円（１．０４）］
平成３０年７月の豪雨など、気候変動に伴い頻発・激甚化する水害・

土砂災害や、切迫する大規模地震に対し、人命を守るとともに壊滅的な

社会経済的被害を回避し、将来にわたり安全で活力のある地域をつくる

ため、事前防災対策の加速化や岡山県倉敷市の水害、広島県広島市・呉

市・安芸郡の土砂災害などの自然災害に対する再度災害防止を実施しま

す。加えて、平成３０年７月豪雨等の災害を受けて実施している防災・

減災・国土強靱化のための３か年緊急対策についても、着実に実施しま

す。

また、河川管理施設の老朽化に対する計画的な修繕・更新を行い、

トータルコストの縮減を図る等の取り組みを推進するほか、避難行動

のための情報提供の充実、水辺空間や良好な自然環境を中心とした賑

わいを創出し、安全で魅力あるまちづくりを目指します。

◇令和２年度主な新規着手事業

旭川中上流ダム再生事業（旭川ダム等） 【岡山県・河川直轄】
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◇令和２年度主な完成予定事業

天神川河川改修事業（鳥取県倉吉市米積・下福田地先）
よねづみ しも ふく だ

【鳥取県・河川直轄】

日野川河川改修事業（鳥取県西伯郡伯耆 町 上細見地先）
さい はく ほう き ちよう

【鳥取県・河川直轄】

江の川下流土地利用一体型水防災事業（島根県江津市川平地先）
ごう つ

【島根県・河川直轄】

江の川上流河川改修事業（広島県三次市青河 町 片山地先）
あお が ちよう

【広島県・河川直轄】

＜道路関係＞［２，０４４億円（１．２１）］
直轄事業については、国民の命と暮らしを守る代替性の確保や地域活

性化に資する道路ネットワークによる地域・拠点の連携確保、また、我

が国の成長力を確保する物流ネットワークなど基幹ネットワークの整備

を図るため、大きなストック効果の発現が見込まれる道路整備に重点投

資するなど、計画的な事業実施に取り組みます。また、安全・安心の確

保のための交通事故対策や無電柱化の推進などの局所的な対策について

も計画的な事業実施に取り組みます。

道路の維持修繕については、道路を常時良好な状態に保つため、巡回、

清掃、除草、除雪等の維持作業や、定期点検及びその結果に基づく橋梁、

トンネル等の計画的な修繕、緊急輸送道路の防災・震災対策、積雪寒冷

地域等における雪寒対策を実施します。

補助事業については、地域高規格道路、ＩＣ等のアクセス道路などの

整備に関する予算に加え、複数の事業間連携が必要な事業や施策別計画

に基づく事業について個別補助制度が創設され、重点的に予算を計上し

ています。

・道路メンテナンス事業補助制度 ・無電柱化推進計画事業補助制度

・土砂災害対策道路事業補助制度 ・交通安全対策補助制度(地区内連携)など

◇令和２年度主な新規着手事業

山陰道 益田西道路 【島根県・道路直轄】
ま す だ にし

一般国道１８０号 岡山西バイパス（西長瀬～楢津）
おかやま にし に し な が せ な ら づ

【岡山県・道路直轄】

一般国道１８８号 柳井・平生バイパス 【山口県・道路直轄】
や な い ひ ら お

◇令和２年度主な完成予定事業

一般国道２号 木原道路 【広島県・道路直轄】
き は ら

一般国道５４号 可部バイパス 【広島県・道路直轄】
か べ
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◇令和２年度の道路調査の見通しについて

個別路線の事業化に向けて、ルート・構造検討に係る調査等を進めま

す。主な調査箇所は、下記の通りです。

【主な調査箇所】

都市計画・環境アセスメントを進めるための調査

鳥取県 鳥取豊岡宮津自動車道 鳥取～覚寺
と っ と り と よ お か み や づ と っ と り か く じ

岡山県 国道２号 岡山市古新田～倉敷市新田
お か や ま こ し ん で ん く ら し き し ん で ん

※調査が進捗した後に、都市計画を進めるための調査に着手予定。

山口県 山陰道 大井～萩
お お い は ぎ

概略ルート・構造の検討（計画段階評価を進めるための調査）

島根県・山口県 山陰道 小浜～田万川
こ は ま た ま が わ

山口県 山陰道 三隅～長門
み す み な が と

山口県・福岡県 下 関北 九 州 道路
しもの せ き き た きゅうしゅう

広島都市圏については、国道２号広島南道路の延伸も含めた幹線道路ネットワー

クの検討や、平成30年7月豪雨災害で大きな被害のあった呉市周辺域の幹線道路ネ

ットワークの機能強化等のための調査を実施します。

下関北九州道路については、計画の具体化に向け、山口県及び福岡県と協力しつ
しものせききたきゅうしゅう

つ、概略ルート・構造等の検討を推進します。

下関都市圏及びその周辺部については、広域的な幹線道路ネットワークの機能強

化等に係る調査を実施します。

呉駅の交通結節機能の強化（特定車両停留施設等 ）に向けた調査を実施します。※

※改正法案を国会に提出済み

その他の未整備区間についても、当該地域の交通状況、社会経済状況や道路網の

課題等を調査し、優先区間の検討や地域の道路網の中での必要性・整備効果の整理

等を進めます。

また、渋滞や交通安全など、地域における道路交通に関する課題、サービスレベ

ルを把握するためのデータ収集・分析等を行うとともに、路線の必要性、緊急性、

妥当性に関する基礎的な調査を実施します。

＜道路調査の流れ＞
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＜港湾空港関係＞［２０８億円（１．００）］
資源・エネルギー等を安定的かつ効率的に輸送するため、水島港や徳

山下松港において大型船対応の港湾施設を整備し、企業間連携による大

型船を活用した共同輸送を可能とする国際バルク戦略港湾政策を推進し

ます。また、地域の産業や暮らしを支えるため、既存ストックを活用し

た埠頭機能の再編、港湾機能の強化に取り組みます。

令和元年房総半島台風、東日本台風等の高潮・高波・暴風により被災

した事例を踏まえ、高潮から背後地域を防護する海岸保全施設の整備、

冬期風浪等から港湾を守る防波堤整備、港湾や空港の老朽化対策を推進

し、安全・安心の確保と持続可能な社会基盤の形成に取り組みます。

◇令和２年度主な新規着手事業

浜田港港湾機能高度化施設整備事業 【島根県・港湾補助】

◇令和２年度主な完成予定事業

広島空港滑走路・誘導路改良整備事業 【広島県・空港直轄】

＜都市・住宅関係＞［２７７億円（２．０９）］
直轄事業については、国営備北丘陵公園の適切な管理運営を実施する

と共に、公園施設の老朽化対策を推進します。

補助事業については、国民の生活・活動・交流を支えるため、「防災

・減災対策の推進」、「持続可能な地域社会の構築」等、都市や住生活

の質の向上及び安定確保を図るための支援を進めます。

そのため、都市事業では、令和２年度より立地適正化計画に基づき、

市町や民間事業者等が行う一定期間内の都市・居住機能の誘導・整備や

公共公益施設の整備、防災力強化の取組等に対する事業等及び円滑な都

市・地域活動を支え地域経済の活性化を図るための連続立体交差事業等

に、住宅事業では、住宅・建築物の安全確保及び質の向上と既存ストッ

クの有効活用の促進のための事業等に、下水道事業では、大規模な再度

災害防止対策や河川事業と連携した内水対策を推進するための事業に予

算を計上しています。

◇令和２年度主な新規着手事業

第1期白潟地区都市構造再編集中支援事業【島根県松江市・都市補助】
しらかた ち く

蔵王地区事業間連携下水道事業 【広島県福山市・下水道補助】
ざ おう

◇令和２年度主な完成予定事業

広島アンデルセン耐震対策緊急促進事業【広島県広島市・住宅対策補助】
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＜営繕関係＞［２０億円（１．１１）]
建築物の耐震化対策は政府全体の緊急の課題であり、官庁施設について

も、災害応急対策活動の拠点としての機能を確保するとともに人命の安全

を確保する必要があることから、必要な耐震性能を確保するための改修を

行います。

また、既存官庁施設のうち、築後３０年以上を経過したものが４割を超

え、官庁施設の老朽化対策を計画的かつ効率的に推進していく必要がある

ことから、既存官庁施設をより長く安全に利用し、トータルコストの縮減

等を実現するため、く体の保護を目的とした外壁改修等を実施し、老朽化

の進行を防ぐ長寿命化を図ります。

◇令和２年度主な新規着手事業

山口地方合同庁舎１号館の耐震改修 【山口県・営繕直轄】

水島港湾合同庁舎の長寿命化 【岡山県・営繕直轄】

＜社会資本総合整備事業関係＞［２，４２９億円（０．８３）］
※「社会資本総合整備事業」は、「社会資本整備総合交付金」、「防災・安全交付金」

をいう。

社会資本総合整備事業については、地方公共団体等が作成した社会資本

総合整備計画に基づき、同計画の目標を実現するための事業に対し、地方

公共団体の要望を踏まえ、下記の方針のとおり所要額を配分する。

ストック効果を高めるアクセス道路の整備、地方ブロックの経済活性化

を図る港湾の整備、「浸水対策重点地域緊急事業」に位置づけられ実施す

る事業、重要交通網にかかる箇所における土砂災害対策事業、下水汚泥の

エネルギー利用や広域化・共同化の取組を推進するため追加的に必要とな

る下水道事業、国際的なイベントの開催等に向けた都市公園の整備、地震

時等に著しく危険な密集市街地における防災性の向上に資する住環境の整

備など、別添「社会資本整備総合交付金、防災・安全交付金における配分

の考え方」に記載する事業に特化して策定される整備計画に対して重点配

分を行う。

また、重要インフラの点検結果等を踏まえた防災・減災、国土強靱化の

ための緊急対策に対して集中的に配分を行う。
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４．令和２年度　中国地方整備局予算総括表

　（１）全体総括表

【事業費】 （単位：百万円）

本省配分 一括配分 計（ａ） 本省配分 一括配分 計（b） 本省配分 一括配分 計

　治　　水 65,720 16,854 82,574 62,884 16,525 79,409 1.040 2 2,774 2,776

　　　直　　轄 34,511 16,854 51,365 38,035 16,525 54,559 0.941 2 2,774 2,776

　　　補　　助 31,209 0 31,209 24,849 0 24,849 1.256

　海　　岸 1,537 0 1,537 1,844 0 1,844 0.834 0 0 0

　　　直　　轄 1,537 0 1,537 1,844 0 1,844 0.834 0 0 0

　道路整備 127,575 49,530 177,105 91,889 46,065 137,954 1.284 1,580 2,110 3,690

　　　直　　轄 69,891 49,530 119,421 69,197 46,065 115,262 1.036 1,580 2,110 3,690

　　　補　　助 57,683 0 57,683 22,692 0 22,692 2.542

　港湾整備 18,400 520 18,920 18,311 723 19,034 0.994 1,155 0 1,155

　　　直　　轄 16,415 0 16,415 16,281 0 16,281 1.008 1,155 0 1,155

　　　補　　助 1,985 520 2,505 2,030 723 2,753 0.910

　空港整備 850 0 850 360 0 360 2.362 0 0 0

　　　直　　轄 850 0 850 360 0 360 2.362 0 0 0

　住宅対策 7,481 6,049 13,530 114 7,853 7,967 1.698 0 0 0

　　　補　　助 7,481 6,049 13,530 114 7,853 7,967 1.698

　市街地整備 7,776 0 7,776 1,468 0 1,468 5.295 0 0 0

　　　補　　助 7,776 0 7,776 1,468 0 1,468 5.295

　道路環境整備 12,677 15,693 28,370 12,783 19,925 32,708 0.867 0 0 0

　　　直　　轄 11,150 15,693 26,843 10,903 19,925 30,828 0.871 0 0 0

　　　補　　助 1,527 0 1,527 1,880 0 1,880 0.812

　都市水環境整備 12 851 863 223 784 1,007 0.857 0 15 15

　　　直　　轄 12 851 863 223 784 1,007 0.857 0 15 15

　　下 水 道 3,697 754 4,451 1,122 0 1,122 3.967 0 0 0

　　　補　　助 3,697 754 4,451 1,122 0 1,122 3.967

　国営公園等 805 0 805 808 0 808 0.996 0 0 0

　　　直　　轄 805 0 805 808 0 808 0.996 0 0 0

　社会資本整備総合交付金 86,297 0 86,297 93,413 0 93,413 0.924 0 0 0

　　　補　　助 86,297 0 86,297 93,413 0 93,413 0.924

　防災・安全交付金 156,564 0 156,564 199,975 0 199,975 0.783 0 0 0

　　　補　　助 156,564 0 156,564 199,975 0 199,975 0.783

　一般公共計 489,391 90,251 579,641 485,194 91,874 577,069 1.004 2,737 4,899 7,636

　　　直　　轄 135,172 82,928 218,100 137,651 83,299 220,949 0.987 2,737 4,899 7,636

　　　補　　助 354,219 7,323 361,542 347,544 8,576 356,119 1.015

　官庁営繕 0 1,950 1,950 433 1,328 1,761 1.107 0 0 0

　　　直　　轄 0 1,950 1,950 433 1,328 1,761 1.107 0 0 0

　 合　　計 489,391 92,201 581,591 485,627 93,202 578,830 1.005 2,737 4,899 7,636

　　　直　　轄 135,172 84,878 220,050 138,084 84,627 222,710 0.988 2,737 4,899 7,636

　　　補　　助 354,219 7,323 361,542 347,544 8,576 356,119 1.015

※計数はそれぞれ四捨五入しているため端数において合計とは一致しないものがある。

※港湾及び海岸（港湾分）には、下関市関係を含まない。

※本省配分とは本省において全国的な観点から箇所付けを行うもの。

※一括配分とは本省配分以外の事業について、地方整備局が管轄区域内において主体的に箇所付けを行うもの。

※社会資本整備総合交付金、防災・安全交付金、補助（耐震対策緊急促進事業）に配分されている事業費は、配分する国費をもとに推計したものである。

※ゼロ国債とは、当該年度の支出はゼロであるが年度内に契約発注が可能となる国庫債務負担行為である。

（ａ／ｂ）区　　分
前年度

国庫債務負担行為
（ゼロ国債）

令和２年度
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（２）補助事業　県別内訳表

(事業費ベース 単位：百万円）

本省配分 一括配分 計 本省配分 一括配分 計 本省配分 一括配分 計

治 水 2,260 0 2,260 6,973 0 6,973 5,552 0 5,552

道 路 整 備 12,226 0 12,226 4,284 0 4,284 11,286 0 11,286

港 湾 整 備 278 0 278 75 520 595 72 0 72

住 宅 対 策 0 78 78 0 790 790 4,170 1,146 5,316

市 街 地 整 備 0 0 0 584 0 584 20 0 20

道 路 環 境 整 備 0 0 0 0 0 0 119 0 119

下 水 道 0 0 0 0 0 0 1,497 0 1,497

国 営 公 園 等 0 0 0 0 0 0 0 0 0

社会資本整備総合交付金 8,063 0 8,063 16,905 0 16,905 15,384 0 15,384

防災・安全交付金 21,561 0 21,561 37,453 0 37,453 22,540 0 22,540

合 計 44,388 78 44,466 66,274 1,310 67,584 60,640 1,146 61,786

本省配分 一括配分 計 本省配分 一括配分 計 本省配分 一括配分 計

治 水 9,507 0 9,507 6,917 0 6,917 31,209 0 31,209

道 路 整 備 17,531 0 17,531 12,357 0 12,357 57,683 0 57,683

港 湾 整 備 1,300 0 1,300 260 0 260 1,985 520 2,505

住 宅 対 策 3,311 3,191 6,502 0 844 844 7,481 6,049 13,530

市 街 地 整 備 4,030 0 4,030 3,142 0 3,142 7,776 0 7,776

道 路 環 境 整 備 1,408 0 1,408 0 0 0 1,527 0 1,527

下 水 道 2,200 754 2,954 0 0 0 3,697 754 4,451

国 営 公 園 等 0 0 0 0 0 0 0 0 0

社会資本整備総合交付金 27,964 0 27,964 17,981 0 17,981 86,297 0 86,297

防災・安全交付金 47,168 0 47,168 27,841 0 27,841 156,564 0 156,564

合 計 114,418 3,945 118,363 68,499 844 69,343 354,219 7,323 361,542

※計数はそれぞれ四捨五入しているため端数において合計とは一致しないものがある。

※港湾及び海岸（港湾分）には、下関市関係を含まない。

※本省配分とは本省において全国的な観点から箇所付けを行うもの。

※一括配分とは本省配分以外の事業について、地方整備局が管轄区域内において主体的に箇所付けを行うもの。

※ゼロ国債とは、当該年度の支出はゼロであるが年度内に契約発注が可能となる国庫債務負担行為である。

岡　山　県

合　　　計広　島　県 山　口　県

鳥　取　県 島　根　県

※社会資本整備総合交付金、防災・安全交付金、補助（耐震対策緊急促進事業）に配分されている事業費は、配分す
る国費をもとに推計したものである。
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事　　業　　名 事業 直轄or補助 事業主体 完成予定年度 番号

天神川河川改修事業（米積・下福田地先） 河川 直轄 令和２年度完成予定  河-２

日野川河川改修事業（上細見地先） 河川 直轄 令和２年度完成予定 河-３

江の川下流土地利用一体型水防災事業（川平地先） 河川 直轄 令和２年度完成予定 河-９

江の川上流河川改修事業（片山地先） 河川 直轄 R２年度完成予定 河-１８

一般国道２号　木原道路 道路 直轄 R2年度開通予定 道-１７

一般国道５４号　可部バイパス 道路 直轄 R2年度開通予定 道-２０

一般国道２号　竹屋電線共同溝 道路 直轄 R2年度完成予定 道-２２

広島空港滑走路・誘導路改良整備事業 空港 直轄 R2年度完成予定 港-１２

広島アンデルセン耐震対策緊急促進事業 都市・住宅 補助 民間事業者 R2年度完成予定 都-３

　鳥取県

　島根県

　広島県
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事　　業　　名 事業 直轄or補助 事業主体 完成予定年度等 番号

千代川河川改修事業 河川 直轄 河-１

天神川河川改修事業 河川 直轄 R２年度完成予定 河-２

日野川河川改修事業 河川 直轄 R２年度完成予定 河-３

日野川総合水系環境整備事業 河川 直轄 河-４

大山山系直轄火山砂防事業 河川 直轄 河-５

皆生海岸　直轄海岸保全施設整備事業 河川 直轄 河-６

斐伊川総合水系環境整備事業 河川 直轄 河-７

山陰道　北条道路 道路 直轄 R8年度開通予定 道-１

一般国道９号　恩志歩道整備 道路 直轄 R2年度新規着手 道-２

一般国道５３号　栄町電線共同溝 道路 直轄 道-３

鳥取５３号　維持管理 道路 直轄 道-４

一般国道１７８号　岩美道路 道路 補助 鳥取県 道-５

鳥取港防波堤整備事業 港湾 直轄 港-１

①境港防波堤整備事業
②境港港湾施設の老朽化対策事業

港湾 直轄 港-２
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事　　業　　名 事業 直轄or補助 事業主体 完成予定年度等 番号

斐伊川河川改修事業 河川 直轄 河-７

斐伊川総合水系環境整備事業 河川 直轄 河-８

江の川下流土地利用一体型水防災事業 河川 直轄 R２年度完成予定 河-９

高津川河川改修事業 河川 直轄 河-１０

山陰道　出雲～仁摩間 道路 直轄 R５・R６年度開通予定 道-６

山陰道　三隅・益田道路 道路 直轄 R７年度開通予定 道-７

山陰道　益田西道路 道路 直轄 R２年度新規事業化 道-８

一般国道９号　中野町・姫原地区事故対策 道路 直轄 R２年度新規着手 道-９

一般国道９号　安来電線共同溝 道路 直轄 道-１０

①浜田港防波堤（新北）整備事業
②浜田港港湾施設の老朽化対策事業

港湾 直轄 港-３

浜田港港湾機能高度化施設整備事業 港湾 補助 島根県 R２年度新規着手 港-４

河下港国内物流ターミナル整備事業 港湾 補助 島根県 港-５

第１期白潟地区都市構造再編集中支援事業 都市・住宅 補助 松江市 R２年度新規着手 都-１
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事　　業　　名 事業 直轄or補助 事業主体 完成予定年度等 番号

吉井川河川改修事業 河川 直轄 河-１１

旭川中上流ダム再生事業 河川 直轄 R２年度新規着手 河-１２

旭川総合水系環境整備事業 河川 直轄 河-１３

「真備緊急治水対策プロジェクト」
　河川激甚災害対策特別緊急事業（直轄・補助）

河川 直轄・補助 国・岡山県 河-１４

一般国道２号　玉島・笠岡道路（Ⅱ期）、笠岡バイパス 道路 直轄 R7年度開通予定 道-１１

一般国道１８０号　岡山環状南道路 道路 直轄 R6年度開通予定 道-１２

一般国道１８０号　岡山西バイパス（西長瀬～楢津） 道路 直轄 R2年度新規事業化 道-１３

一般国道５３号　滝本歩道整備 道路 直轄 R2年度新規着手 道-１４

一般国道２号　住吉電線共同溝 道路 直轄 R2年度新規着手 道-１５

岡山１８０号　維持管理 道路 直轄 道-１６

水島港国際物流ターミナル整備事業 港湾 直轄 港-６

水島港国際物流ターミナル・臨港道路整備事業 港湾 直轄 港-７

水島港湾合同庁舎の長寿命化 営繕 直轄 R２年度新規着手 営-１
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事　　業　　名 事業 直轄or補助 事業主体 完成予定年度等 番号

芦田川河川改修事業 河川 直轄 河-１５

広島市街地の高潮対策事業 河川・港湾 直轄
河-１６
港-８

太田川河川改修事業 河川 直轄 河-１７

江の川上流河川改修事業 河川 直轄 R２年度完成予定 河-１８

広島西部山系直轄特定緊急砂防事業（平成30年7月豪雨）
安芸南部山系直轄特定緊急砂防事業

河川 直轄 河-１９

広島西部山系直轄砂防事業 河川 直轄 河-２０

一般国道２号　木原道路 道路 直轄 R２年度開通予定 道-１７

一般国道２号　安芸バイパス、東広島バイパス 道路 直轄 R４年度開通予定 道-１８

一般国道２号　西広島バイパス 道路 直轄 道-１９

一般国道５４号　可部バイパス 道路 直轄 R2年度開通予定 道-２０

一般国道２号　瀬野歩道整備 道路 直轄 R２年度新規着手 道-２１

一般国道２号　竹屋電線共同溝 道路 直轄 R２年度完成予定 道-２２

市道　仁方隧道（修繕代行） 道路 直轄 道-２３

福山港ふ頭再編改良事業 港湾 直轄 港-９

海洋環境整備事業 港湾 直轄 港-１０

①広島港ふ頭再編改良事業
②広島港岸壁改良事業

港湾
①直轄
②補助

   ①国
   ②広島県

港-１１

広島空港滑走路・誘導路改良整備事業 空港 直轄 R２年度完成予定 港-１２

広島空港滑走路端安全区域整備事業 空港 直轄 港-１3

蔵王地区事業間連携下水道事業 都市・住宅 補助 福山市 R２年度新規着手 都-２

広島アンデルセン耐震対策緊急促進事業 都市・住宅 補助 民間事業者 R２年度完成予定 都-３

広島合同庁舎２号館の耐震改修 営繕 直轄 営-２
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事　　業　　名 事業 直轄or補助 事業主体 完成予定年度等 番号

佐波川河川改修事業 河川 直轄 河-２１

佐波川総合水系環境整備事業 河川 直轄 河-２２

山陰道　俵山・豊田道路 道路 直轄 道-２４

一般国道１８８号　柳井・平生バイパス 道路 直轄 R２年度新規事業化 道-２５

一般国道１８８号　南岩国駅前交差点改良 道路 直轄 R２年度新規着手 道-２６

一般国道９号　仁保津電線共同溝 道路 直轄 R２年度新規着手 道-２７

山口１９１号　維持管理（緊急対策） 道路 直轄 道-２８

徳山下松港国際物流ターミナル整備事業 港湾 直轄 港-１４

①岩国港臨港道路整備事業
②岩国港港湾施設の老朽化対策事業

港湾
     ①直轄
     ②補助

   ①国
   ②山口県

港-１５

山口地方合同庁舎１号館の耐震改修 営繕 直轄 R２年度新規着手 営-３
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○河川事業

事　　業　　名 事業 直轄or補助 事業主体 完成予定年度等 番号

千代川河川改修事業 河川 直轄 河-１

天神川河川改修事業 河川 直轄 R２年度完成予定 河-２

日野川河川改修事業 河川 直轄 R２年度完成予定 河-３

日野川総合水系環境整備事業 河川 直轄 河-４

大山山系直轄火山砂防事業 河川 直轄 河-５

皆生海岸　直轄海岸保全施設整備事業 河川 直轄 河-６

斐伊川河川改修事業 河川 直轄 河-７

斐伊川総合水系環境整備事業 河川 直轄 河-８

江の川下流土地利用一体型水防災事業 河川 直轄 R２年度完成予定 河-９

高津川河川改修事業 河川 直轄 河-１０

吉井川河川改修事業 河川 直轄 河-１１

旭川中上流ダム再生事業 河川 直轄 R２年度新規着手 河-１２

旭川総合水系環境整備事業 河川 直轄 河-１３

「真備緊急治水対策プロジェクト」
　河川激甚災害対策特別緊急事業（直轄・補助）

河川 直轄・補助 国・岡山県 河-１４

芦田川河川改修事業 河川 直轄 河-１５

広島市街地の高潮対策事業 河川・港湾 直轄
河-１６
港-８

太田川河川改修事業 河川 直轄 河-１７

江の川上流河川改修事業 河川 直轄 R２年度完成予定 河-１８

広島西部山系直轄特定緊急砂防事業（平成30年7月豪雨）
安芸南部山系直轄特定緊急砂防事業

河川 直轄 河-１９

広島西部山系直轄砂防事業 河川 直轄 河-２０

佐波川河川改修事業 河川 直轄 河-２１

佐波川総合水系環境整備事業 河川 直轄 河-２２

○道路事業

事　　業　　名 事業 直轄or補助 事業主体 完成予定年度等 番号

山陰道　北条道路 道路 直轄 R８年度開通予定 道-１

一般国道９号　恩志歩道整備 道路 直轄 R２年度新規着手 道-２

一般国道５３号　栄町電線共同溝 道路 直轄 道-３

鳥取５３号　維持管理 道路 直轄 道-４

一般国道１７８号　岩美道路 道路 補助 鳥取県 道-５

山陰道　出雲～仁摩間 道路 直轄 R５・R６年度開通予定 道-６

山陰道　三隅・益田道路 道路 直轄 R７年度開通予定 道-７

山陰道　益田西道路 道路 直轄 R２年度新規事業化 道-８

一般国道９号　中野町・姫原地区事故対策 道路 直轄 R２年度新規着手 道-９

一般国道９号　安来電線共同溝 道路 直轄 道-１０

一般国道２号　玉島・笠岡道路（Ⅱ期）、笠岡バイパス 道路 直轄 R７年度開通予定 道-１１

一般国道１８０号　岡山環状南道路 道路 直轄 R６年度開通予定 道-１２

一般国道１８０号　岡山西バイパス（西長瀬～楢津） 道路 直轄 R２年度新規事業化 道-１３

一般国道５３号　滝本歩道整備 道路 直轄 R２年度新規着手 道-１４

一般国道２号　住吉電線共同溝 道路 直轄 R２年度新規着手 道-１５

岡山１８０号　維持管理 道路 直轄 道-１６

一般国道２号　木原道路 道路 直轄 R２年度開通予定 道-１７

一般国道２号　安芸バイパス、東広島バイパス 道路 直轄 R４年度開通予定 道-１８

一般国道２号　西広島バイパス 道路 直轄 道-１９

一般国道54号　可部バイパス 道路 直轄 R2年度開通予定 道-２０

一般国道２号　瀬野歩道整備 道路 直轄 R２年度新規着手 道-２１

一般国道２号　竹屋電線共同溝 道路 直轄 R２年度完成予定 道-２２

市道　仁方隧道（修繕代行） 道路 直轄 道-２３

山陰道　俵山・豊田道路 道路 直轄 道-２４

一般国道１８８号　柳井・平生バイパス 道路 直轄 R２年度新規事業化 道-２５

一般国道１８８号　南岩国駅前交差点改良 道路 直轄 R２年度新規着手 道-２６

一般国道９号　仁保津電線共同溝 道路 直轄 R２年度新規着手 道-２７

山口１９１号　維持管理（緊急対策） 道路 直轄 道-２８

事業別一覧表
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トラック・バス渋滞ポイントにおける対策 道路 道-２９

下関北九州道路 道路 道-３０

○港湾・空港整備事業

事　　業　　名 事業 直轄or補助 事業主体 完成予定年度等 番号

鳥取港防波堤整備事業 港湾 直轄 港-１

①境港防波堤整備事業
②境港港湾施設の老朽化対策事業

港湾 直轄 港-２

①浜田港防波堤（新北）整備事業
②浜田港港湾施設の老朽化対策事業

港湾 直轄 港-３

浜田港港湾機能高度化施設整備事業 港湾 補助 島根県 R２年度新規着手 港-４

河下港国内物流ターミナル整備事業 港湾 補助 島根県 港-５

水島港国際物流ターミナル整備事業 港湾 直轄 港-６

水島港国際物流ターミナル・臨港道路整備事業 港湾 直轄 港-７

広島市街地の高潮対策事業 河川・港湾 直轄
河-１６
港-８

福山港ふ頭再編改良事業 港湾 直轄 港-９

海洋環境整備事業 港湾 直轄 港-１０

①広島港ふ頭再編改良事業
②広島港岸壁改良事業

港湾
①直轄
②補助

   ①国
   ②広島県

港-１１

広島空港滑走路・誘導路改良整備事業 空港 直轄 R２年度完成予定 港-１２

広島空港滑走路端安全区域整備事業 空港 直轄 港-１３

徳山下松港国際物流ターミナル整備事業 港湾 直轄 港-１４

①岩国港臨港道路整備事業
②岩国港港湾施設の老朽化対策事業

港湾
     ①直轄
     ②補助

   ①国
   ②山口県

港-１５

○都市・住宅事業

事　　業　　名 事業 直轄or補助 事業主体 完成予定年度等 番号

第１期白潟地区都市構造再編集中支援事業 都市・住宅 補助 松江市 R２年度新規着手 都-１

蔵王地区事業間連携下水道事業 都市・住宅 補助 福山市 R２年度新規着手 都-２

広島アンデルセン耐震対策緊急促進事業 都市・住宅 補助 民間事業者 R２年度完成予定 都-３

○営繕事業

事　　業　　名 事業 直轄or補助 事業主体 完成予定年度等 番号

水島港湾合同庁舎の長寿命化 営繕 直轄 R２年度新規着手 営-１

広島合同庁舎2号館の耐震改修 営繕 直轄 営-２

山口地方合同庁舎１号館の耐震改修 営繕 直轄 R２年度新規着手 営-３
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千代川河川改修事業 事業費５０４百万円

～向国安地先の堤防を強くする事業～

河-１

４．期待される整備効果

１．事業の必要性及び概要

２．事業箇所

鳥取県鳥取市向国安地先

３．令和２年度 予定事業内容

堤防の浸透対策、用地買収等を実施します。

広島県

岡山県

鳥取県

島根県

山口県

事業箇所

※千代川水系全体

鳥取市向国安地先においては、堤防の浸透に対する安全度が不足しています。当該地区の浸水

範囲内には鳥取市上水道の取水施設があるほか、低い土地に集落が点在しており、ひとたび氾濫し

た場合には甚大な被害が発生するおそれがあります。

このため、平成３０年７月豪雨等の近年の災害を踏まえ実施した重要インフラの緊急点検結果に基

づき、「向国安地先の堤防を強くする事業」として、堤防の浸透対策等を集中的に推進し、地域の安

全性の向上を図ります。

とっとりし

堤防の浸透対策を実施することで、事業完了後に堤防決壊等の重大な災害を防止し、周辺地域の
洪水氾濫による浸水被害が防止・軽減されます。

：浸水想定範囲

鳥取市
向国安導水ポンプ場

県道42号

国道53号

鳥取市立
美和小学校

鳥取市立
江山学校

〈整備イメージ〉

せんだいがわ

浸透対策
（断面拡大）

むこうくにやす

事業推進
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天神川河川改修事業 事業費８１２百万円 河-２

４．期待される整備効果

倉吉市米積・下福田地先では、昭和３４年９月に発生した戦後最大の洪水に対し、流下能力が不足し

ています。

このため、平成３０年７月豪雨等の近年の災害を踏まえ実施した重要インフラの緊急点検結果に基づ

き、「国府川の安全な川づくり事業」として、河道掘削及び堰の改修等を集中的に推進し、地域の安全

性の向上を図ります。

１．事業の必要性及び概要

２．事業箇所

３．令和２年度 予定事業内容

て ん じ ん が わ

※天神川水系全体

河道掘削及び堰の改修を実施することで、事業完了後に河川整備計画の目標である昭和３４年９
月洪水（戦後最大の洪水）が再び発生した場合において、周辺地域の浸水被害が防止されます。

～国府川の安全な川づくり事業～
こ う が わ

河道掘削及び才ヶ崎堰の改修等を実施します。

鳥取県倉吉市米積・下福田地先
広島県

岡山県

鳥取県

島根県

山口県

事業箇所

完成予定

掘削範囲

国府川

よなづみ

番田橋

才ヶ崎堰（撤去・統合）

松ノ木頭首工
（撤去・統合）

米積橋

ばんた

＜整備イメージ＞

堰改修箇所

国
府
川

＜工事状況＞

くらよしし よなづみ しもふくだ
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日野川河川改修事業 事業費１，７５６百万円

～上細見地先の堤防整備により地域一帯を安全にする事業～

河-３

完成予定

４．期待される整備効果

西伯郡伯耆町上細見地先は、昭和２０年９月に発生した戦後最大の洪水が再び発生した場

合、家屋浸水や国道１８１号の冠水などの被害が発生するおそれがあります。

このため、「上細見地先の堤防整備により地域一帯を安全にする事業」として堤防整備等を

実施し、地域の安全性の向上を図ります。

広島県

岡山県

鳥取県

島根県

山口県

事業箇所

１．事業の必要性及び概要

２．事業箇所

鳥取県西伯郡伯耆町上細見地先

３．令和２年度 予定事業内容

堤防整備等を実施します。

ひ の が わ

◎ 13k000 

◎ ◎ 14k000 

13k000 ◎

堤防整備を実施することにより、事業完了後に河川整備計画の目標である昭和２０年９月の

洪水（戦後最大の洪水）が再び発生した場合において、周辺地域の浸水被害が防止されます。

国道１８１号

※日野川水系全体

14k000

整備イメージ

計画高水位

堤防整備

さいはくぐん ほうきちょう

か み ほ そ み
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日野川総合水系環境整備事業 河-４

事業推進１．事業の必要性及び概要

広島県

岡山県

鳥取県

島根県

山口県

事業箇所

３．令和２年度 予定事業内容

ひのがわ

２．事業箇所

米子市福市地先では、雑草の繁茂や水際の段差等により、水辺に近づきにくく、子どもの河川

環境学習や河川利用の場として安全に利用できる場所が少ない状況です。

地元自治会や市役所等からなる水辺の楽校推進協議会で検討された「米子市法勝寺川水辺の

楽校構想」に基づき、治水上必要な護岸の整備及び安全に水辺で生物観察や環境学習を行うた

め、親水護岸、階段護岸、ワンド、広場、河川管理用通路等の整備を行い水辺利用の促進を図り

ます。

事業費１１９百万円

～米子市法勝寺川水辺の楽校の整備 ～

鳥取県米子市福市地先

河川管理用通路及び親水護岸の整備を実施します。

４．期待される整備効果

整備の実施により、『子ども達が楽しく、安全に水辺に親しみ、生物観察や環境学習の場』として
活用することが可能となるほか、アクセス性が高まることで、子どもからお年寄りまで地域住民の
憩い場として利用できます。

尚徳小学校

米子市福市

米子市兼久

新青木橋

事業箇所

河川管理用通路

広場

ワンド

階段護岸

親水護岸

水辺の楽校
整備イメージ

よなごし ほっしょうじがわ

ふ く い ち
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天神川

日野川

事業推進

４．期待される整備効果

大山山系は侵食されやすい地質のため、土砂災害が発生する可能性の高い地域です。

このため、土石流による直接の土砂災害や、土砂流出に伴う下流域での河床上昇による洪水氾濫

を防ぐことを目的に事業を実施しています。平成３０年７月豪雨等の近年の災害を踏まえ実施した重

要インフラの緊急点検結果に基づき、土砂・流木対策として透過型砂防堰堤の整備等を集中的に推

進します。

１．事業の必要性及び概要

２．事業箇所

大山山系（天神川） ： 鳥取県東伯郡三朝町西尾地先外

大山山系（日野川） ： 鳥取県日野郡江府町吉原地先外

３．令和２年度予定事業内容

砂防堰堤等の整備を実施します。

～大山山系の土砂災害対策～

だい せん さん けい

広島県

岡山県

鳥取県

島根県

山口県

事業箇所

てんじんがわ みささちょう にしお

ひのぐん こうふちょうひのがわ

砂防堰堤完成イメージ

三の沢砂防堰堤（H27.11完成） 小泉２号砂防堰堤（H23.9出水時）

土砂・流木捕捉事例

大山山系（日野川） 大山山系（天神川）

とうはくぐん

よしはら

実施箇所

大山山系直轄砂防事業区域

事業費１，４８２百万円
河-５

大山山系直轄火山砂防事業

大山源頭部

砂防堰堤等の整備により、土砂
や流木を捕捉し、土石流による直
接の土砂災害を防ぎます。また、
天神川下流の市街地や日野川下
流の市街地において、土砂流出
に伴う河床上昇による洪水氾濫
の防止・軽減を図ります。
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河-６

４．期待される整備効果

皆生海岸では、「かんな流し」の衰退等に伴い日野川からの流出土砂が減少したことから、著し

い海岸侵食が生じています。海岸沿いには、皆生温泉街や住宅密集地があり、国道４３１号沿い

には商業施設が多数進出しています。平成３０年７月豪雨等の近年の災害を踏まえ実施した

重要インフラの緊急点検結果に基づき、消波機能の確保

対策等を集中的に推進します。

人工リーフ改良とサンドリサイクルによる養浜を
実施することで、高波が消波され、海岸侵食被害
防止、越波による浸水被害が軽減されます。

１．事業の必要性及び概要

２．事業箇所

鳥取県米子市富益町地先

３．令和２年度予定事業内容

皆生海岸の侵食対策として、富益工区において人工リーフ改良とサンドリサイクルによる養浜

を実施します。また、観測体制の強化として海象観測施設の改良を実施します。

～皆生海岸の侵食対策～

事業費４６５百万円

かいけ

広島県

岡山県

鳥取県

島根県

山口県

事業箇所

日
野
川

よなごし とみますちょう

サンドリサイクル

養浜

人工リーフ改良済箇所は
侵食が抑制されました。

事業推進

皆生海岸 直轄海岸保全施設整備事業

人工リーフ改良

富益工区（H29.10台風21号通過後）

人工リーフ改良済み箇所は侵食が抑制されました。

▲改良前 ▲改良後（消浪ブロックを沖側に設置）

▲施工前
養浜

▲施工後
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事業推進

４．期待される整備効果

大橋川は「水の都松江」を象徴する水辺景観を形成していますが、堤防が未整備の区間があると

ともに、上下流の２箇所に狭窄部を抱えるため、戦後最大の浸水被害が発生した昭和４７年７月豪雨

や、平成１８年７月豪雨により、松江市の中心市街地が浸水するなど、甚大な被害が発生しました。

このため、「「水の都松江」を水害から守る大橋川改修」として堤防整備等を実施し、早期に地域の

安全性の向上を図ります。

広島県

岡山県

鳥取県

島根県

山口県

事業箇所

堤防整備等を実施することで、事業完了後に河川整備計画の目標である昭和４７年７月洪水
（戦後最大の洪水）が再び発生した場合においても、家屋の浸水被害が防止されます。

１．事業の必要性及び概要

２．事業箇所

３．令和２年度 予定事業内容

斐伊川河川改修事業 事業費２，８１７百万円

～「水の都松江」を水害から守る大橋川改修～

河-７
ひ い か わ

※斐伊川水系全体おおはしがわ

島根県松江市福富町～松江市東茶町地先

堤防整備等を実施します。

H18.7浸水状況（松江市追子地区） 中海

宍道湖

大橋川

H18.7浸水状況（JR松江駅周辺）
国
道
９
号

天
神
川

大橋川

京
橋
川

北
田
川

北
堀
川

洪水時の水位A － A’
HWL=H.P.+2.37m

洪水時の水位より低い松江市街地

ま つ え

ふくとみちょう ひがしちゃ ま ち

おいこ

ま つ え
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斐伊川総合水系環境整備事業 河-８

事業推進１．事業の必要性及び概要

４．期待される整備効果

広島県

岡山県

鳥取県

島根県

山口県

事業箇所

浅場整備及び覆砂を実施することで、湖の自然浄化機能回復が図られ、透明度の向上や底質からの
栄養塩（窒素・りん）の溶出が抑制されます。これらにより、湖の利用が多様化し、地域の活性化が図ら
れるなどの効果も期待されます。

３．令和２年度 予定事業内容

中海（米子湾）において覆砂を実施します。

宍道湖（林村地先）において浅場整備を実施します。

ひいかわ

２．事業箇所

中海：鳥取県米子市錦海地先、島根県安来市穂日島町地先

宍道湖：島根県松江市林村地先

よなごし きんかい やすぎし ほ ひ じまちょう

斐伊川水系中海・宍道湖の水質は、湖沼水質保全計画が策定された平成元年以降は流入負

荷削減対策が進んでいるものの、環境基準が未達成であり、赤潮やアオコが発生するなどの課

題があります。

このため、沿岸域において、浅場整備や覆砂を実施することにより、湖の自然浄化機能の回復

を図り、透明度の向上や底質からの栄養塩（窒素・りん）の溶出抑制を図ります。

■浅場整備及び覆砂の整備効果イメージ

藻場の再生状況赤潮の発生状況 藻場が減少した湖底 湖の利用状況

事業費４９３百万円

■現状 ■整備後

まつえ はやしむら

令和２年度 実施予定箇所

※斐伊川水系全体～中海・宍道湖沿岸の覆砂・浅場整備～
し ん じ こな か う み
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４．期待される整備効果

１．事業の必要性及び概要

２．事業箇所

島根県江津市川平地先

３．令和２年度 予定事業内容

宅地等の嵩上げ等を実施します。

江津市川平地区は、堤防が未整備のため戦後最大の浸水被害が発生した昭和４７年７月洪水で

は地区の広範囲で家屋浸水被害が発生し、近年でも平成１１年６月洪水、平成１８年７月、平成３０

年７月豪雨で家屋浸水被害が発生しています。

このため、「川平地区の土地を嵩上げして浸水を防ぐ事業」として、宅地等の嵩上げ等を実施し、地

域の安全性の向上を図ります。

完成予定

江の川下流土地利用一体型水防災事業 事業費１９８百万円

～川平地区の土地を嵩上げして浸水を防ぐ事業～

河-９
ごうのかわ

河川整備計画の目標である昭和４７年７月洪水（戦後最大の洪水）が再び発生した場合でも、家
屋の浸水被害が防止されます。

広島県

岡山県

鳥取県

島根県

山口県

事業箇所

ごうつし かわひら

【土地利用一体型水防災事業のイメージ図】

現 状
洪水時

土地利用一体型水防災事業

宅地の嵩上げにより家屋浸水を防止

洪水時

宅地嵩上げ整備箇所（松川橋付近）

浸水想定範囲

松
川
橋

か わ ひ ら
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高津川河川改修事業 事業費 ４８９百万円

～中島地先の河道掘削事業～ ※高津川水系全体

河-１０

事業推進

河道掘削等を実施することで、事業完了後に河川整備計画の目標である昭和４７年７月洪
水（戦後最大の洪水）が再び発生した場合でも、家屋の浸水被害が防止されます。

４．期待される整備効果

益田市中島地先においては、昭和４７年７月に発生した戦後最大の洪水に対し、流下能

力が不足しています。

このため、平成３０年７月豪雨等の近年の災害を踏まえ実施した重要インフラの緊急点検結

果に基づき、「中島地先の河道掘削事業」として、河道掘削等を集中的に推進し、地域の安全

性の向上を図ります。

広島県

岡山県

鳥取県

島根県

山口県

事業箇所

１．事業の必要性及び概要

２．事業箇所

島根県益田市中島地先

３．令和２年度 予定事業内容

河道掘削等を実施します。

た か つ が わ

1
/40

0

＜河道掘削イメージ（河成箇所）＞

←高津川

こうなり

平常時の水位

▽計画高水位

河道掘削

＜整備イメージ＞

ますだし

な か の し ま
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４．期待される整備効果

広島県

岡山県

鳥取県

島根県

山口県

事業箇所

高潮堤防を整備することで、事業完了後に平成１６年８月高潮（既往最高潮位）が再び発生した場合
においても、浸水被害が軽減されます。また、地震対策の実施により、大規模地震時における液状化等
による堤防の被災が軽減され、堤内地への河川水や海水の流入による浸水被害が軽減されます。

１．事業の必要性及び概要

２．事業箇所

高潮堤防の高さが不足する区間の堤防整備にあわせ、耐震対

策等を実施します。

ひがしく

岡山県岡山市東区九蟠、西幸西地先

３．令和２年度 予定事業内容

吉井川河川改修事業 事業費４，３４３百万円

～岡山平野を高潮・津波から守る事業～

河-１１
よ し い が わ

※吉井川水系全体

吉井川の河口部である岡山平野は干拓により形成されたゼロメートル地帯であり、高潮による浸水

被害を受けやすく、大規模な地震による液状化現象が発生した場合には、堤防等が沈下・崩壊する可

能性があり、河川水や海水の流入により、甚大な浸水被害が発生するおそれがあります。

このため、平成３０年７月豪雨等の近年の災害を踏まえ実施した重要インフラの緊急点検結果に基

づき「岡山平野を高潮・津波から守る事業」として、高潮堤防の整備および堤防の耐震対策等を集中的

に推進し、地域の安全性の向上を図ります。

：高潮対策区間

吉
井
川

○整備前 ○整備後

計画高潮位

地震対策
（地盤改良）

計画堤防高
堤防整備

＜整備イメージ＞

くばん にしこうざい

事業推進
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旭川中上流ダム再生事業 事業費４０３百万円

～実施計画調査に着手～

河-１２

新規着手

４．期待される整備効果

旭川流域ではこれまで、昭和9年9月洪水、昭和20年9月洪水、昭和47年7月豪雨、平成10
年10月洪水、平成30年7月豪雨で大きな浸水被害を受けてきました。

旭川水系河川整備計画【大臣管理区間】の目標規模（年超過確率1/70）の洪水が発生し
た場合、旭川下流部では、甚大な浸水被害が発生するおそれがあります。

このため、旭川ダムの放流機能の増強等により、治水機能の向上を図る旭川中上流ダム
再生事業に新規着手します。

広島県

岡山県

鳥取県

島根県

山口県

事業箇所

ダム再生事業を実施することにより、旭川流域の浸水被害が軽減されます。

１．事業の必要性及び概要

２．事業箇所

３．令和2年度予定事業内容

測量、地質調査等を実施します。

あさひがわ

おかやまし

岡山県岡山市

旭川大橋

倉安川

かがぐんきびちゅうおうちょう

岡山県加賀郡吉備中央町

まにわし

岡山県真庭市

貯水容量配分図

※今後の実施計画調査における調査・検討により
事業内容を変更する場合があります。

岡山県

岡山県

蒜山

新庄村

真庭市

鏡野町

美咲町

吉備中央町
久米南町

赤磐市岡山市

 

 

 

朝鍋鷲ヶ山
(標高1,081m)

あさなべわしがせん

落合盆地

下流部

中流部

上流部

JR岡山駅

基準地点
牧山(低水)

基準地点
下牧(高水)

旭川流域図

※実施計画調査とは
ダム再生事業における実施計画調査は、既設ダムの構造や貯水池機能を活かしつつ、治水容量や放流機能を増強する具体的な事業内容を決定するための調査です。
調査の内容は、測量や地質調査、概略設計、環境への影響検討のほか、地元関係者との調整などを行います。
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旭川総合水系環境整備事業

広島県

岡山県

鳥取県

島根県

山口県

岡山市では、岡山後楽園や岡山城等の歴史的な文化施設が集中するエリアを、「岡山カルチャーゾー

ン」と名付け、賑わいと回遊性を高め、来訪者や地域住民が歩いて楽しいまちづくりを進めています。

国土交通省もこのエリアのまちづくりと連携し、親水護岸と河川管理用通路を整備することにより、岡

山城周辺の回遊性を向上させ、歩いて楽しいまちづくりの促進を図ります。

河川管理用通路等の整備により、回遊性が向上し、周辺での賑わいづくりにより、散策等の利用者の

増加が期待されます。

親水護岸の整備により、カヌー等の水面利用が安全に利用できるようになります。

岡山県岡山市北区丸の内地先

親水護岸と河川管理用通路を整備するために測量・設計を

行い、親水護岸と河川管理用通路の整備を実施します。

河-１３
あさひがわ

４．期待される整備効果

１．事業の必要性及び概要

２．事業箇所

３．令和２年度 予定事業内容

事業箇所

事業推進

事業費９６百万円

～岡山城周辺の回遊性向上を図る水辺整備～

旭川おしろみち【一部供用区間）の利用状況

河川管理用通路と親水護岸の整備イメージ

ま る の う ち

お か や ま じ ょ う

こ う ら く え ん
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「真備緊急治水対策プロジェクト 」
河川激甚災害対策特別緊急事業 （直轄・補助）

河-１４

事業推進

４．期待される整備効果

広島県

岡山県

鳥取県

島根県

山口県

事業箇所

決壊の要因を踏まえた堤防整備（堤防嵩上げ・堤防強化対策等）及び小田川と高梁川の合流点
を下流側へ付替えることで、事業完了後に平成３０年７月豪雨時の洪水が再び発生した場合でも
河川水の氾濫による浸水被害が防止されます。

１．事業の必要性及び概要

２．事業箇所

３．令和２年度 予定事業内容

国：掘削、築堤等を実施します。
県：小田川の３支川において、堤防嵩上げ等を実施します。

国：岡山県倉敷市船穂～倉敷市真備地先

県：岡山県倉敷市真備町有井、箭田、服部地先

ふなお

ありい やた はっとり

国：事業費４，６４６百万円
県：事業費１，７００百万円

平成３０年７月豪雨において、堤防の決壊や越水等により甚大な浸水被害が発生した小田川と岡山

県が管理する小田川の３支川（末政川・高馬川・真谷川）では、国と岡山県と倉敷市が連携した緊急治

水対策を実施しています。国は、「小田川と高梁川の合流点を下流側へ付け替え小田川の水位を下げ

る事業」として小田川合流点付替えや築堤等の整備を実施し、岡山県は、堤防嵩上げや堤防強化等の

堤防整備を概ね５年間で重点的に実施します。

高
梁
川

→

4
k
0
00

（県）末政川河川激甚災害対策特別緊急事業区間
Ｌ＝１，３７０ｍ

（国）小田川河川激甚災害対策特別緊急事業区間
Ｌ＝１０，６００ｍ

（県）高馬川河川激甚災害対策特別緊急事業区間
Ｌ＝７８０ｍ

（県）真谷川
河川激甚災害対策特別緊急事業区間
Ｌ＝１，２１０ｍ

：国管理区間

平成30年7月豪雨浸水範囲

平成30年7月豪雨 浸水状況

小
田
川

ま び

お だ が わ

すえま さ がわ た か ま が わ ま だ に が わ く ら し き し

たかはしがわ
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１．事業の必要性及び概要

２．事業箇所

広島県府中市父石地先

３．令和２年度 予定事業内容

堤防整備に伴う前原橋の架け替え等を実施します。

４．期待される整備効果

芦田川河川改修事業 事業費６２０百万円 河-１５

事業推進

あしだがわ

堤防整備等を実施することで、事業完了後に河川整備計画の目標である平成１０年１０月洪水（戦

後第２位の洪水）が再び発生した場合においても、浸水被害が防止されます。

府中市父石地先は、川幅が狭く、堤防の高さが不足していることから、平成１０年１０月に発生し
た戦後第２位の洪水や、平成３０年７月豪雨において家屋の浸水被害が発生しています。

このため、「浸水防止対策事業（父石地区）」として堤防整備及び橋梁の架け替え等を実施し、
地域の安全性の向上を図ります。

～浸水防止対策事業（父石地区）～

広島県

岡山県

鳥取県

島根県

山口県

事業箇所

ふ ち ゅ う し

※芦田川水系全体

まえはら

平成10年10月洪水水位▽

前原橋

撮影：平成30年7月7日 6時頃

＜平成30年7月豪雨時の前原橋＞

芦田川

ちいし

平成３０年７月豪雨浸水範囲府中市街地

芦
田
川

上前原橋

前原橋
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「ゼロメートル地帯」の広島デルタに発達した広島市街地は、高潮による浸水被害を受けやすく、また、

大規模な地震による液状化現象が発生した場合には、堤防等が沈下・崩壊する可能性があり、満潮時

には河川水や海水が市街地へ流入し、甚大な浸水被害が発生する恐れがあります。

このため、広島市街地を高潮被害から防御することを目的として、県・国の河川事業と海岸事業が連

携して高潮対策事業を実施しています。

１．事業の必要性及び概要

河-１６
港-８広島市街地の高潮対策事業

事業費
河川直轄 ２，０７６百万円

港湾直轄 １，０６８百万円

凡例：

河川直轄整備区間

河川補助計画区間

海岸直轄整備区間

海岸補助計画区間

２．事業箇所

広島県広島市、

安芸郡海田町

広島県

岡山県

鳥取県

島根県

山口県

事業箇所

ひろしま

あ き かいたちょう

府
中
大
川

太

田

川

天

満

川

旧

田

川

太
川

元

安

広島湾

広島市

※太田川水系全体

事業推進
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河川事業区間について

３．令和２年度 予定事業内容

■河川・港湾海岸が一体的に高潮対策を実施することで、広島市街地に甚大な浸水被害をもた
らした、平成16年高潮が再び発生した場合にも浸水被害の防止・軽減を図ることができます。

■広島市街地の河川・海岸護岸の嵩上げ、耐震改良、液状化対策を実施することにより、背後の
市街地の浸水被害を防止・軽減し、市民の皆様の生命、財産を守ります。

海岸事業区間について

４．期待される整備効果

広島市街地は、平成16年の台風等、過去数次にわたり高潮被害を受けています。また、今後発
生が危惧される東南海・南海地震への対策も進める必要があり、さらに平成23年3月に発生した東
日本大震災を契機に、海岸事業の重要性がより一層高まっているところです。
このため、中央西地区及び中央東地区において、高潮、津波に対応するため、護岸、堤防の嵩

上げ及び耐震改良等を実施しており、平成23年度には中央西地区観音の整備が完了しました。
令和２年度は、中央西地区江波、吉島、中央東地区矢野において、整備を実施します。

ちゅうおうにし ちゅうおうひがし

観音
江波

矢野

船越

H16.9 台風による浸水被害（江波沖）

中央西地区 中央東地区

吉島

海岸直轄整備区間
令和２年度予定区間

広島市街地では、近年度々（H3、H11、H16（観測史上最高潮位 T.P.+2.96m））高潮による浸水被害が

発生しており、浸水被害が発生した区間を「再度災害防止区間」と位置づけ重点的に整備を進め、平成

26年度には再度災害防止の目標堤防高（T.P.+3.40m）までの整備が完了しています。

令和２年度は、太田川の観音新町地区及び庚午地区、天満川の中広地区において、河川整備計画

に基づき必要な堤防整備や液状化対策を実施します。

て ん ま が わ なかひろ

高潮により堤防を越水する様子（平成11年台風18号） 浸水被害の様子（平成16年台風18号）

え ば よしじま や の

護岸(改良)
（整備中）

護岸(改良)
（整備中）

広島高速３号線橋梁

太
田
川

観音新町地区

庚午地区

中広地区

かんおんしんまち こうご
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堤防整備箇所

１．事業の必要性及び概要

２．事業箇所

広島県広島市安佐北区深川～上深川地先

広島市安佐北区深川～上深川地先では、堤防が未整備であり、平成３０年７月豪雨時に三篠川の

氾濫により家屋等の浸水被害が発生しています。

このため、「市街地を洪水から守る事業（三篠川）」として堤防整備等を実施し、地域の安全性の向

上を図ります。

事業推進

太田川河川改修事業 事業費２，０７６百万円

～市街地を洪水から守る事業（三篠川）～

河-１７
おおたがわ

み さ さ が わ ※太田川水系全体

広島県

岡山県

鳥取県

島根県

山口県

事業箇所

平成30年7月豪雨 出水状況

三篠川

４．期待される整備効果

堤防整備を実施することで、事業完了後に平成３０年７月洪水（戦後最大の洪水）が再び発生した
場合においても周辺地域の浸水被害が軽減されます。

整備イメージ 堤防整備

▽計画高水位

３．令和２年度 予定事業内容

堤防整備等を実施します。

あ さ き た く ふ か わ か み ふ か わ
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江の川上流河川改修事業

～可愛川堤防整備事業～

河-１８

完成予定１．事業の必要性及び概要

２．事業箇所

３．令和２年度 予定事業内容

ごうのかわ

えのかわ ※江の川上流全体

三次市片山地先は、堤防が未整備であり、戦後最大の浸水被害が発生した昭和４７年７月洪水

では広範囲で浸水被害が発生しました。近年においても、平成２９年７月洪水、平成３０年７月豪

雨では広範囲で浸水被害が発生しています。

このため、平成３０年７月豪雨等の近年の災害を踏まえ実施した重要インフラの緊急点検結果

に基づき、「可愛川堤防整備事業」として堤防整備等を集中的に推進し、地域の安全性の向上を

図ります。

広島県

岡山県

鳥取県

島根県

山口県

事業箇所

広島県三次市青河町片山地先

堤防整備等を実施します。

国土地理院電子国土Web

S47.7浸水区域
H30.7浸水区域

三次IC

三次駅

西三次駅

三
次
市

江の川PA

江の川PA 志
和
地
駅

高
谷
山

粟
屋
駅

長谷駅

尾関山駅

４．期待される整備効果

平常時水位▽

整備イメージ
堤防整備

昭和47年7月洪水時水位▽

平成30年7月洪水時水位▽

宅地側の浸水状況

江の川

市道の浸水状況

江の川

＜H30.7月豪雨浸水状況＞

堤防整備を実施することで、事業完了後に河川整備計画の目標である昭和４７年７月洪水
（戦後最大の洪水）が再び発生した場合でも、家屋浸水被害が防止されます。

みよしし

みよし あおがちょう かたやま

事業費１，０３２百万円

かたやま
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河-１９

広島県広島市安佐北区口田南地先

～平成３０年７月豪雨土砂災害被災地の集中的な土砂災害対策
～

事業費 ６５０百万円

ひろしま せいぶ さんけい

広島県広島市東区馬木地先外

広島西部山系直轄特定緊急砂防事業
（平成30年7月豪雨）

くちたみなみ

安芸南部山系直轄特定緊急砂防事業 事業費２，３６６百万円

４．期待される整備効果

平成３０年７月豪雨により、広島市安佐北区、東区、安芸区、呉市、安芸郡坂町において、土石流や

土砂・洪水氾濫により甚大な被害が発生しました。被災地域において再度災害防止のため、砂防堰

堤等を集中的に整備します。

１．事業の必要性及び概要

２．事業箇所

広島県広島市安芸区矢野東地先外

３．令和２年度予定事業内容

砂防堰堤等の整備を実施します。

砂防堰堤等の整備を集中的に
実施することで、平成３０年７月
豪雨と同規模の降雨による土石
流等に対し、人命や資産及び重
要交通網などが保全されます。

※青線部は、事業を実施している渓流

広島県呉市天応地先

市街地の土砂・洪水氾濫状況
（平成30年7月 呉市天応）

広島県安芸郡坂町坂東地先外

呉市天応 大屋大川

※青線部は、事業実施渓流

あさきたく くれし あきぐんさかちょう

大屋大川

てんのう

さかひがし

やのひがし

ひがしく あきく

うまき

事業箇所

広島県

岡山県

鳥取県

島根県

山口県

あ き な ん ぶ さ ん け い

砂防堰堤の整備のイメージ

事業推進
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４．期待される整備効果

広島西部山系は広島県の西部に位置する広島市、廿日市市、大竹市の３市にまたがる地域で、

平成１１年の広島豪雨災害を契機に、平成１３年度から直轄砂防事業として着手しています。

平成３０年７月豪雨等の近年の災害を踏まえ実施した重要インフラの緊急点検結果に基づき、土

砂・流木対策、避難路・避難場所やインフラ・ライフラインを保全するため、砂防堰堤等の整備を集

中的に推進します。

砂防堰堤等の整備を推進することにより、
土砂・流木対策、避難路・避難場所やインフ
ラ・ライフラインが保全されます。

１．事業の必要性及び概要

２．事業箇所

広島県広島市安佐北区あさひが丘地先外

３．令和２年度予定事業内容

砂防堰堤等の整備を実施します。

～広島西部山系の土砂災害対策～ 事業費３，４３３百万円

ひろしま せいぶ さんけい

あさきたく

はつかいちし おおたけし

土石流の捕捉状況

広島市安佐北区 あさひが丘地区

※青線部は、事業実施渓流

広島市立日浦小学校
（生活避難場所）

広島県

岡山県

鳥取県

島根県

山口県

事業箇所

土石流発生前

大町地区の砂防堰堤（H26.8豪雨前後）

広島西部山系直轄砂防事業 河-２０

事業推進

-37-



佐波川河川改修事業 事業費３９６百万円

～奈美地区堤防パワーアップ対策事業～

河-２１

事業推進

４．期待される整備効果

１．事業の必要性及び概要

２．事業箇所

山口県防府市鈴屋地先

３．令和２年度 予定事業内容

さ ば がわ

広島県

岡山県

鳥取県

島根県

山口県

事業箇所

＜H21.7月洪水浸水状況＞

整備イメージ

防府市鈴屋地先は、堤防がない箇所や堤防の高さや幅が不足している箇所が存在しており、昭

和４７年７月に発生した戦後第２位の洪水や、平成２１年７月洪水により、家屋の浸水被害が発生し

ています。

このため、平成３０年７月豪雨等の近年の災害を踏まえ実施した重要インフラの緊急点検結果に

基づき、「奈美地区堤防パワーアップ対策事業」として、堤防整備や橋梁の架け替え等を集中的に

推進し、地域の安全性の向上を図ります。

堤防整備に伴う睦美橋の架け替え等を実施します。
むつみ

堤防整備等を実施することで、事業完了後に河川整備計画の目標である昭和４７年７月洪水（戦後
第２位の洪水）が再び発生した場合において、周辺地域の家屋浸水被害が防止されます。

すずや

な み ※佐波川水系全体

堤防整備

橋梁の架け替え状況（R2.2撮影）

橋台２基、橋脚１基完成

ほ う ふ し
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佐波川総合水系環境整備事業
～佐波川の利活用促進を図る水辺整備～

さ ば が わ

防府市では、佐波川や歴史的な街道を「重要景観軸」と位置づけ、それらを介した地域や人とのつな
がりの形成を進めており、佐波川を訪れる方への案内看板や休憩施設等を設置する予定としています。

国土交通省も防府市と連携して、河川管理用通路や彩り豊かな植栽を整備し、 佐波川自転車道等と

結ぶことで、散策やサイクリング等の利用を促進するとともに、高水敷等の整備により、水辺利用の促
進を図ります。

広島県

岡山県

鳥取県

島根県

山口県

事業箇所

１．事業の必要性及び概要

２．事業箇所

３．令和２年度 予定事業内容

４．期待される整備効果

山口県防府市新橋町地先 外

階段の整備を実施します。

河-２２

しんばしちょう

新たな河川管理用通路や高水敷、植栽等を整備することで、散策やサイクリング等の利用者の増
加や水辺利用の促進が期待されます。

～主な整備内容（国）～

事業費３０百万円

河川管理用通路と植栽の整備イメージ

親水護岸と河道整正の整備イメージ

高水敷整備後の利用イメージ
佐波川自転車道の利用状況河川管理用通路の利用状況

～施設の利用状況～

ほうふし

植松八幡宮

河川管理用通路

階段整備

護岸整備

高水敷整備
河道整正

階段整備

二六台
古墳●

防府天満宮●
階段整備

事業推進
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かせん

山陰道 北条道路 事業費３，１７０百万円 道-１
ほうじょう

事業推進

４．期待される整備効果

山陰道 北条道路は、安全性の向上、観光地の活性化、

企業進出の促進支援等を目的とした延長１３．５ｋｍの自動車専用

道路です。

広島県

岡山県

鳥取県

島根県

山口県

事業箇所

１．事業の必要性及び概要

２．事業箇所

鳥取県東伯郡湯梨浜町はわい長瀬～ 鳥取県東伯郡琴浦町槻下

３．令和２年度 予定事業内容

令和８年度の開通に向けて、改良工事、橋梁工事等を推進します。

ほうじょう

とうはく ゆ り はまちょう ながせ とうはく ことうらちょう つきのした

北条道路 延長13.5km

ゆ
り
は
ま
ち
ょ
うと

う
は
く

終
点

鳥
取
県

東
伯
郡

琴
浦
町
槻
下

こ
と
う
ら
ち
ょ
う
つ
き
の
し
た

と
う
は
く

ほうじょう

大栄東伯ＩＣ

はわいＩＣ

北
条
湯
原
道
路

青谷･羽合道路

至 鳥取市
至 松江市

（仮）北条JCT（仮）大栄ＩＣ

琴浦町

北栄町

湯梨浜町

三朝町
倉吉市

北栄町役場
琴浦町役場

倉吉市役所

三朝町役場

湯梨浜町役場

T’10=3,100台/日

Ｅ９

な
が
せ

Ｅ９

起
点

鳥
取
県

東
伯
郡

湯
梨
浜
町

は
わ
い
長
瀬

写真①

【写真①】北条ＪＣＴの施工状況

○観光周遊ルートが拡大し、鳥取県中部
への観光客数の拡大が期待されます。

○時間短縮、定時性確保などにより、
新たな企業誘致の促進と雇⽤の確保が
期待されます。

■観光地の活性化・企業進出の促進

■交通の適正な機能分担による

安全性の向上
○通過交通と生活交通が分離され、安全
で円滑な走行環境が形成されます。

高速道路を利用した交流ルート

（出典）鳥取県観光入込動態調査 ※西部に境港周辺は含めない

（出典）鳥取県商工労働部、立地戦略課のヒアリング調査

Ｅ29

Ｅ９

Ｅ73

【⿃取県の観光・企業活動の変化（H29/H18）】

令和8年度開通予定※

※ 用地買収・埋蔵文化財調査及び大規模橋梁工事・軟弱地盤対策工事等が順調に進捗した場合

R2.3撮影
至 鳥取市

至 米子市
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新規着手

当該箇所は、沿線に家屋等が立地しているものの、歩道が一部未整備のため歩行者が非常

に危険な状況となっています。

恩志歩道整備は、歩行者が安全・安心に通行できる歩行空間の確保を図るために、歩道の

整備を行うものです。

広島県

岡山県

鳥取県

島根県

山口県

事業箇所

１．事業の必要性及び概要

２．事業箇所

鳥取県岩美郡岩美町恩志

３．令和２年度 予定事業内容

調査設計、用地買収に着手します。

かせん

一般国道９号 恩志歩道整備 事業費１５百万円 道-２
お ん じ

いわみぐんいわみちょうおんじ

写真① 歩行者の利用状況

【計画断面】【現況断面】 (単位：ｍ)(単位：ｍ)

お ん じ
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事業推進

（４．期待される整備効果）

広島県

岡山県

鳥取県

島根県

山口県

１．事業の必要性及び概要

２．事業箇所

鳥取県鳥取市栄町

３．令和２年度 予定事業内容

路面復旧工事を推進します。

かせん

一般国道５３号 栄町電線共同溝 事業費１００百万円 道-３
さかえまち

栄町電線共同溝は、電線共同溝を整備し無電柱化することで、安全で快適な歩行空間の確保

並びに災害時における緊急輸送道路の確保を図るとともに、良好な都市景観の形成に向けたまち

づくりの支援を目的とした事業です。
事業箇所

《整備の必要性（イメージ写真）》

〇道路上に設置されている電柱は、災害時の倒壊により道路を閉
塞させるおそれが有るほか、歩行者等の通行や良好な都市景観の
形成の妨げとなっています。

＜電柱の倒壊による道路閉塞の事例＞ ＜飛来物による電柱倒壊の事例＞ ＜歩行の支障となる電柱の事例＞

さかえまち

さかえまちとっとり

平面図 現況写真
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広島県

岡山県

鳥取県

島根県

山口県

１．事業の必要性及び概要

２．事業箇所

鳥取県鳥取市田園町

３．令和２年度 予定事業内容

主桁鋼板の補修、塗装塗替工等を実施します。

かせん

鳥取５３号 維持管理 事業費３０百万円 道-４

一般国道５３号は岡山県岡山市から鳥取県鳥取市を結ぶ主要幹線道路です。

定期点検の結果、修繕が必要と判断された青葉町横断歩道橋の修繕を実施することで、安全・

安心で信頼性の高い道路ネットワークの確保を図ります。

事業箇所

おかやま

でんえんちょうとっとり

全景 損傷状況

主桁の腐食

とっとり

あおばちょう

対策イメージ

主桁鋼板の補修
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４．期待される整備効果

一般国道１７８号岩美道路は、山陰道、中国横断自動車道姫路鳥取線、北近畿豊岡自動車道及び

京都縦貫自動車道と一体となって広域的なネットワークを形成する地域高規格道路・鳥取豊岡宮津

自動車道（延長約１２０ｋｍ）の一部を構成し、蒲生川の浸水想定区域を回避することで、安全・安心の

向上及び山陰海岸ジオパークの各観光地のアクセス向上による観光振興を目的とする延長５．７ｋｍ

の道路です。

１．事業の必要性及び概要

２．事業箇所

鳥取県岩美郡岩美町陸上～鳥取県岩美郡岩美町本庄

かせん

一般国道１７８号岩美道路 （鳥取県） 道-５
い わ み

■ 防災幹線ルートの強化

並行する国道１７８号は、蒲生川の浸水想定区域に位置しています。岩美道路の整備により、浸水想定区域を
回避することが可能となり豪雨等による災害時の安定的な道路交通を支える代替路が確保されます。

■ 地域振興の活性化

日本海沿岸への更なる企業進出や物流効率化により、生産性の高い物流ネットワークの構築を図ります。

■ 沿線地域の観光を支援

広域的なネットワークを形成することにより、山陰海岸ジオパークの各観光地への連携を強化させ、周遊観光
客の増加を支援します。

３．令和２年度 事業内容

改良工事、トンネル工事、橋梁工事等を推進します。

事業推進

いわみ いわみちょう くがみ いわみ いわみちょう ほんじょう

とっとり

ひめじ とっとり きたきんき とよおか

がもうがわ

写真① 国道178号の冠水状況(H25.9.4撮影)

事業費４，４３６百万円

広島県

岡山県

鳥取県

島根県

山口県

事業箇所

いわみ さんいん ちゅうごくおうだん

きょうとじゅうかん とよおか

さんいん

写真② 浦富地区施工状況（R2.3.9撮影）

みやづ

至 豊岡市

至 鳥取市

がもう がわ

：浸水想定区域
（蒲生川）
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かせん

山陰道 出雲～仁摩間 事業費１９，５５７百万円 道-６
いず も

事業推進

４．期待される整備効果

山陰道 出雲～仁摩間は、島根県の東西の連絡性の強化、

災害地の代替路の確保、現道の急カーブや急勾配箇所の

回避等を目的とした延長３７．１ｋｍの自動車専用道路

広島県

岡山県

鳥取県

島根県

山口県

事業箇所

１．事業の必要性及び概要

２．事業箇所

島根県出雲市知井宮町～島根県大田市仁摩町大国

３．令和２年度 予定事業内容

いずも ちいみや ちょう おおだ に ま ちょうおおぐに

に ま

写真②

写真③

平成３０年
３月１８日

開通

平成３０年
３月１８日

開通

平成３１年３月１７日

開通

平成３１年３月１７日

開通

写真①

写真①出雲・湖陵道路 常楽寺第２高架橋（仮称）付近の工事の様子写真③静間・仁摩道路 大国高架橋（仮称）付近の工事状況

令和2年2月撮影

至 松江

至 浜田

至 浜田

至 松江

令和2年2月撮影

至 浜田

至 松江

写真②大田・静間道路 久手高架橋（仮称）付近の工事の様子

令和2年2月撮影

■災害時等の代替路線の確保

国道9号（大田～仁摩間）では事故による通行止めが

平均２．１回／年発生しており、著しい渋滞や迂回によ

り生活や物流活動に支障をきたしています。

通行止め時には大幅な迂回が必要となり、通常時の

約１．７倍の時間がかかります。（約１４分→約２４分）

広域なネットワークを担う山陰道の整備により、災害

発生時の避難・救援ルートの確保が期待されます。

おおだ に ま

事故状況 (大田市静間町地内） H30年3月

至 松江

至 浜田

令和6年度
開通予定※

令和6年度
開通予定※

令和5年度
開通予定

令和5年度
開通予定

※ トンネル工事・大規模橋梁工事・大規模法面対策工事等が順調に進捗した場合

いずも に ま

令和５・６年度の開通に向けて、改良工事、橋梁工事、トンネル工事等を推進します。
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かせん

山陰道 三隅・益田道路 事業費７，６１７百万円 道-７
みすみ

広島県

岡山県

鳥取県

島根県

山口県

事業箇所

１．事業の必要性及び概要

２．事業箇所

３．令和２年度 予定事業内容

令和７年度の開通に向けて、改良工事、橋梁工事、トンネル工事等を推進します。

ますだ

山陰道 三隅・益田道路は浜田～益田間における災害時の

代替路の確保及び広域的な交流連携を目的とした、

延長１５．２ｋｍの自動車専用道路です。

島根県浜田市三隅町～島根県益田市遠田町
はまだ み すみちょう ます だ とお だ ちょう

写真①
E9

E9

令和7年度開通予定※

至 松江市 R1.11撮影

遠田高架橋

※ トンネル工事・大規模橋梁工事・大規模法面対策工事等が順調に進捗した場合

みすみ ますだ はまだ ますだ

【写真①】岡見ＩＣ施工状況

三
隅
・益
田
道
路

至 松江市

至 益田市

R2.2撮影

事業推進

４．期待される整備効果

■地域産業の支援

○島根県唯一の国際貿易港である浜田港の機能強化（臨港道路の開通、ガントリークレーンの運用開始な
ど）により、浜田港を拠点とした活発な企業活動が行われています。

○三隅・益田道路の整備により、益田方面の輸送効率が向上することで更なる地域産業の活性化が期待
されます。

＜山陰道と浜田港を直結する福井地区臨港道路＞

604
440

72
148

0 171
204324

417487

574

0

500

1000

1500

2000

H25 H30

（TEU）

無機化合物

粗鉱物

ポリエチレン 化学製品

プラスチック その他

無機化合物・粗鉱物輸入の増加

▼輸入コンテナ品目別内訳

1,487

1,954

浜田港

臨港道路福井４号線

＜大型定期コンテナ船とガントリークレーン＞

Ｈ29.9
撮影

Ｈ31.1
撮影

▼浜田港の近年の変遷
H29年度 定期コンテナ船（浜田～釜山）の大型化

H29年度 浜田港港湾計画改訂

H29年度 福井地区臨港道路供用

H30年度 ガントリークレーン運用開始

H30年度 大型定期コンテナ船就航２便化（浜田～釜山）
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かせん

山陰道 益田西道路 事業費５０百万円 道-８

新規事業化

４．期待される整備効果

広島県

岡山県

鳥取県

島根県

山口県

事業箇所

１．事業の必要性及び概要

２．事業箇所

３．令和２年度 予定事業内容

調査設計に着手します。

ますだ

山陰道 益田西道路は災害時の代替路の確保及び

物流の効率化を図り、地域の活性化を支援することを

目的とした、延長９．１ｋｍの自動車専用道路です。

島根県益田市戸田町～島根県益田市飯田町
ますだ と だ ちょう ます だ いいだ ちょう

ますだ にし

に し

○主要な産業拠点である石見臨空ファクトリーパークへのアクセスが向上することで、新たな企業の進出
や既存企業の事業拡大などの産業の活性化を支援

【高津IC交差点～石見臨空ファクトリーパークにおける所要時間】 現況13分～整備後7分短縮
（約6分短縮）

【萩市田万川総合支所～石見臨空ファクトリーパークにおける所要時間】 現況19分～整備後16分短縮
（約3分短縮）

物流ルート状況 石見臨空ファクトリーパークの状況

N

至 津和野町

浸水区間Ｌ=約1,000ｍ

【昭和47年水害の氾濫区域】

【高津IC付近の渋滞状況】

※H27全国道路・街路交通情勢調査混雑時旅行速度より。
現 況：現道利用ルート 整備後：益田西道路利用ルート （対象区間は設計速度80kmで算出）

たかつ いわみ りんくう

いわみ りんくうはぎ たまがわ

いわみ りんくう

至 萩市

至 広島市
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当該箇所は、出雲市中心部で沿線には商業施設や住宅等が立地し交通量が非常に多いも

のの、２車線道路のうえ信号交差点が連続していることから滞留した車両への追突事故が発

生し危険な状況となっています。

中野町・姫原地区事故対策は、安全・安心な道路空間の確保を図るために、付加車線の設

置を行うものです。

広島県

岡山県

鳥取県

島根県

山口県

事業箇所

１．事業の必要性及び概要

２．事業箇所

島根県出雲市中野町～島根県出雲市姫原

３．令和２年度 予定事業内容

調査設計に着手します。

かせん

一般国道９号 中野町・姫原地区事故対策
事業費１５百万円

道-９
なかのちょう

いずも なかのちょう いずも ひめばら

写真① 滞留車両の状況

【計画断面】

【現況断面】

ひめばら

(単位：ｍ)

(単位：ｍ)

【写真①】

なかのちょう ひめばら

出
雲
市
中
野
町

出
雲
市
姫
原

新規着手
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（４．期待される整備効果）

広島県

岡山県

鳥取県

島根県

山口県

１．事業の必要性及び概要

２．事業箇所

本体工事を推進します。

かせん

一般国道９号 安来電線共同溝 事業費１００百万円 道-１０
やすぎ

安来電線共同溝は、電線共同溝を整備し無電柱化することで、安全で快適な歩行空間の確保

並びに災害時における緊急輸送道路の確保を図るとともに、良好な都市景観の形成に向けたまち

づくりの支援を目的とした事業です。
事業箇所

《整備の必要性（イメージ写真）》

〇道路上に設置されている電柱は、災害時の倒壊により道路を閉
塞させるおそれが有るほか、歩行者等の通行や良好な都市景観の
形成の妨げとなっています。

＜電柱の倒壊による道路閉塞の事例＞ ＜飛来物による電柱倒壊の事例＞ ＜歩行の支障となる電柱の事例＞

やすぎ

平面図 現況写真

３．令和２年度 予定事業内容

島根県安来市安来町～島根県安来市飯島町
やすぎ やすぎちょう やすぎ はしま ちょう

事業推進

-49-



写真②カブト南町地区の工事状況

写真①六条院トンネルの工事状況

かせん

一般国道２号 玉島・笠岡道路（Ⅱ期）、笠岡バイパス
事業費７，８１８百万円

道-１１
たましま

事業推進

４．期待される整備効果

玉島・笠岡道路（Ⅱ期）、笠岡バイパスは、慢性的に発生する

交通混雑の緩和、交通安全の確保、地域経済の発展等の

目的とした延長１７．０ｋｍの自動車専用道路です。

広島県

岡山県

鳥取県

島根県

山口県

事業箇所

１．事業の必要性及び概要

２．事業箇所

岡山県倉敷市玉島阿賀崎～岡山県笠岡市茂平

３．令和２年度 予定事業内容

令和７年度の開通に向けて、改良工事、橋梁工事、トンネル工事等を推進します。

くらしき たましま あ が さき かさおか もびら

かさおか かさおか

浅口工業団地

Ｅ２

至 広島

至 大阪

至 広島

至 大阪

写真②

令和7年度
開通予定※

令和7年度
開通予定※

※ トンネル工事・大規模橋梁工事・軟弱地盤対策工事等が順調に進捗した場合

■物流ネットワークの形成

○平成２７年３月の玉島・笠岡道路（Ⅰ期）開通に伴う

アクセス性向上により、『浅口工業団地』では、新た

な企業立地が実現。

○道路整備により、所要時間が短縮するとともに輸送

の定時性が向上するなど、物流の効率化が期待さ

れます。沿線地域では、今後も企業進出が予定さ

れている。

＜浅⼝⼯業団地での企業⽴地内容＞

調印式の様⼦

資料)浅⼝市HP及び
新聞報道より

■浅口金光ＩＣ周辺に計画され、平成２７年度から一部造成
および分譲開始
■平成２７年７月に医薬品等の受諾製造販売の明星産商
（株）が造成地を取得。

たましま かさおか かさおか

R2.2撮影

R2.2撮影
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かせん

一般国道１８０号 岡山環状南道路 事業費 ４，０３６百万円 道-１２
おかやまかんじょうみなみ

事業推進

広島県

岡山県

鳥取県

島根県

山口県

事業箇所

１．事業の必要性及び概要

２．事業箇所

３．令和２年度 予定事業内容

岡山環状南道路は、岡山市内の交通混雑の緩和、交通安全の

確保及び沿道環境の改善等を目的とした延長２．９ｋｍの道路です。

岡山県岡山市南区藤田～岡山県岡山市南区古新田
おかやま みなみ ふじた おかやま みなみ こ しん でん

大樋橋西詰

(市)藤田浦安南町線
H21事業化

古新田

妹尾西

米倉 青江

笹ヶ瀬橋

芳泉高校入口

主要渋滞箇所

４．期待される整備効果

■災害に強い幹線道路ネットワークの確保

岡山環状南道路周辺は、岡山市の津波浸水想
定区域に指定されています。

岡山環状南道路は嵩上げ構造であり、浸水等
に強い構造になっているため、周辺道路と一体と
なり幹線道路ネットワーク機能の確保が期待されま
す。

岡
⼭
南
環
状
道
路

岡
⼭
環
状
南
道
路

2

30

180

2

⾄
広
島

⾄
兵
庫

⾄ ⽟野市岡山環状南道路 嵩上げ構造イメージ図
出典：岡山市 津波ハザードマップより

至 国道２号

R2.2撮影

大福高架橋

写真①大福高架橋 施工状況

令和６年度の開通に向けて、改良工事、橋梁工事等を推進します。

令和6年度
開通予定※1.2

※1 用地買収、埋蔵文化財調査が順調に進捗した場合
※2 トンネル工事・大規模橋梁工事・軟弱地盤対策工事等が順調に進捗した場合

おかやまかんじょうみなみ

至 国道３０号

おかやまかんじょうみなみ

おかやまかんじょうみなみ
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かせん

一般国道１８０号 岡山西バイパス（西長瀬～楢津）
事業費５０百万円

道-１３

新規事業化

広島県

岡山県

鳥取県

島根県

山口県

事業箇所

１．事業の必要性及び概要

２．事業箇所

３．令和２年度 予定事業内容

調査設計に着手します。

おかやまにし

一般国道180号岡山西バイパス（西長瀬～楢津）は交通混雑

交通の解消及び安全の確保を目的とした延長３．５ｋｍの道

路です。

岡山県岡山市北区西長瀬～岡山県岡山市北区楢津
おかやま きた にし ながせ おかやま きた ならづ

おかやま にし

に し な が せ な ら づ

にし ながせ ならづ

■幹線道路の交通混雑解消

○当該区間の交通混雑の解消で、交通混雑に起因

する追突事故の減少や第二次救急医療施設への

搬送時間が短縮し、救急医療活動の円滑化に寄与。

【吉備中央町～市立市民病院への搬送時間】

現況：５１分 → 整備後：４３分

【当該区間の死傷事故件数】

現況：３４件/年 → 整備後：２３件/年

４．期待される整備効果

岡山環状南道路
延長2.9km

令和6年度
開通予定

岡山西バイパス（西長瀬～楢津）

延長3.5km

おかやまにし にしながせ ならづ

岡
山
市
北
区
楢
津

岡
山
市
北
区
西
長
瀬

き
た

に
し
な
が
せ

き
た

な
ら
づ

至岡山市南区

至総社市

写真① 渋滞状況（野殿西町交差点付近）

写真② 渋滞状況（西長瀬交差点付近）

にしながせ

写真①

写真②

西消防署管内の緊急搬送状況

西消防署管内における
病院別搬送件数
（N=3,168件）

※H27全国道路・街路交通情勢調査の混雑時旅行速度より
【現況】側道利用ルート 【整備後】岡山西バイパス本線利用ルート（対象区間は設計速度60km/hで算出）

※【現 況】H26-H29ITARDAデータ（側道）
【整備後】R12将来交通量推計結果を用いて人身事故算定式により算出（側道＋岡山西バイパス本線）

出典： 岡山市消防局提供（平成30年）

岡山西バイパス
当該区間の事故類型

出典： [事業区間]H26-H29 ITARDAデータ
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当該箇所は、小学校の通学路に指定されているものの一部歩道が狭いために危険な状況と

なっています。

滝本歩道整備は、歩行者が安全・安心に通行できる歩行空間の確保を図るため、歩道の整

備を行うものです。

広島県

岡山県

鳥取県

島根県

山口県

事業箇所

１．事業の必要性及び概要

２．事業箇所

岡山県勝田郡奈義町滝本～岡山県勝田郡奈義町広岡

３．令和２年度 予定事業内容

調査設計に着手します。

かせん

一般国道５３号 滝本歩道整備 事業費１５百万円 道-１４
たきもと

かつたぐん なぎちょう たきもと かつたぐん なぎちょう ひろおか

写真① 歩行者の利用状況

【計画断面】【現況断面】

写真② シニアカーの利用状況

【写真①】

【写真②】

(単位：ｍ)(単位：ｍ)

たきもと

奈
義
町
広
岡

奈
義
町
滝
本

新規着手
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（４．期待される整備効果）

広島県

岡山県

鳥取県

島根県

山口県

１．事業の必要性及び概要

２．事業箇所

３．令和２年度 予定事業内容

調査設計に着手します。

かせん

一般国道２号 住吉電線共同溝 事業費３０百万円 道-１５
すみよし

住吉電線共同溝は、電線共同溝を整備し無電柱化することで、安全で快適な歩行空間の確保

並びに災害時における緊急輸送道路の確保を図るとともに、良好な都市景観の形成に向けたまち

づくりの支援を目的とした事業です。

事業箇所

《整備の必要性（イメージ写真）》

〇道路上に設置されている電柱は、災害時の倒壊により道路を閉
塞させるおそれが有るほか、歩行者等の通行や良好な都市景観の
形成の妨げとなっています。

＜電柱の倒壊による道路閉塞の事例＞ ＜飛来物による電柱倒壊の事例＞ ＜歩行の支障となる電柱の事例＞

すみよし

平面図 現況写真

岡山県笠岡市住吉～岡山県笠岡市西ノ浜
すみよしかさおか にしのはまかさおか

新規着手
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広島県

岡山県

鳥取県

島根県

山口県

１．事業の必要性及び概要

２．事業箇所

岡山県岡山市北区門前

３．令和２年度 予定事業内容

断面補修工等を実施します。

かせん

岡山１８０号 維持管理 事業費２０百万円 道-１６

一般国道１８０号は岡山県岡山市から島根県松江市を結ぶ主要幹線道路です。

定期点検の結果、修繕が必要と判断された生石橋の修繕を実施することで、安全・安心で信頼

性の高い道路ネットワークの確保を図ります。

事業箇所

おかやま

もんぜんおかやま

全景 損傷状況

主桁の損傷

まつえ

おいし

対策イメージ

主桁の断面補修
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かせん

一般国道２号 木原道路 事業費２，４４０百万円 道-１７

開通予定

４．期待される整備効果

広島県

岡山県

鳥取県

島根県

山口県

事業箇所

１．事業の必要性及び概要

２．事業箇所

３．令和２年度 予定事業内容

令和２年度の開通に向けて、改良工事、橋梁工事、舗装工事等を推進します。

き は ら

木原道路は三原市内の波浪・越波による異常気象区間の回避

及び交通安全の確保を目的とした延長３．８ｋｍの自動車専用

道路です。

広島県尾道市福地町～広島県三原市糸崎町八丁目
おのみち ふく ち ちょう みはら いと さき ちょう

きはら みはら

木原道路 延長 3.8km
令和2年度（2020年度）開通予定

三
原
市
糸
崎
町
八
丁
目

尾
道
市
福
地
町

み
は
ら

い
と
さ
き
ち
ょ
う

お
の
み
ち

ふ
く
ち
ち
ょ
う

Ｎ

1

■災害時における代替路の確保

並行現道である国道２号は、特殊通

行規制区間（波浪・路面冠水）及び津波

浸水想定区域が存在します。

平成３０年７月豪雨時には、約１１時

間半にわたり全面通行止が発生しまし

た。

木原道路の整備により、災害時にお

ける代替路が確保されることで、道路

の信頼性が向上します。

1

R2.1撮影

至 広島市

至 岡山市

写真② 至 尾道市

至 広島市

平成30年7月豪雨での被災状況

-56-



かせん

一般国道２号 安芸バイパス、東広島バイパス
事業費９，３５５百万円

道-１８
あ き

安芸バイパス・東広島バイパスは、東広島市と広島市内の

地域間連携強化、交通混雑の緩和及び交通安全の確保を目的

とした延長１７．３ｋｍの自動車専用道路です。

広島県

岡山県

鳥取県

島根県

山口県

事業箇所

１．事業の必要性及び概要

２．事業箇所

広島県東広島市八本松町～広島県安芸郡海田町南堀川町

３．令和２年度 予定事業内容

令和４年度の開通に向けて、改良工事、橋梁工事、トンネル工事等を推進します。

ひがしひろしま はちほんまつちょう あ き かいたちょうみなみほりかわまち

ひがしひろしま

小宇羅地交差点

大正交差点

東部流通団地北口交差点

日の出町交差点

H26.3開通 延長 4.4km

たいしょう

とうぶりゅうつうだんちきたぐち

こ う ら じ

東広島バイパス 延長 9.6km
ひ が し ひ ろ し ま

か い た に し

海田西IC

ひのでまち

H18.3開通 延長 2.7km 

海田ランプ
H10.9開通
延長 0.6km

広
島
市
安
芸
区
上
瀬
野
町

あ

き

か
い

た
ち
ょ
う
み
な
み
ほ
り
か
わ
ま
ち

安
芸
郡
海
田
町
南
堀
川
町

安芸バイパス 延長 7.7km
あ き

か い た ひがし

海田東IC

なかの

中野IC

なかのひがし

中野東IC

せ の にし

瀬野西IC

せ のひがし

瀬野東IC
（仮称）

かみせ の

上瀬野IC
（仮称）

はちほんまつ

八本松IC
（仮称）

：主要渋滞箇所

ひ
が
し
ひ
ろ
し
ま

は
ち
ほ
ん
ま
つ
ち
ょ
う

東
広
島
市
八
本
松
町

（市）瀬野線

至

東
広
島
市
中
心
部

志和インター入口交差点
し わ

溝迫交差点
みぞさこ

上瀬野一丁目交差点
か み せ の

ひ
ろ
し
ま

あ

き

か
み

せ

の

ち
ょ
う

写真①海田高架橋 施工状況 写真③清谷高架橋 施工状況

至

広
島
市
中
心
部

■人流・物流の効率化・企業活動の活発化

東広島市内には多くの工業団地が集積し、

年々立地企業数も増加しています。

バイパス整備により移動時間が短縮する

ことで、広島港や周辺の工場地帯・広島空

港等へのアクセスが強化され、人流・物流

の効率化が期待されます。

ひがしひろしま

４．期待される整備効果

写真②熊野川高架橋 施工状況

令和4年度
開通予定

令和4年度開通予定

あ き ひがしひろしま

海田高架橋

至 広島市中心部

至 東広島市中心部R2.2撮影

至 広島市中心部

至 東広島市中心部

至 東広島市中心部

至広島市中心部

よ し か わ

し わ

広島市役所

大多田IC

東広島市役所

② 志和流通団地
（H26～28年度造成）

し わ

① 東広島寺家産業団地
（H29年3月完成）

ひがしひろしまじけ

新たな産業団地
検討地区

③ 吉川第二工業団地
（H28年9月完成）

広島市

東広島市

自動車部品工場拠点集積地
近年増設された産業団地

至

山
口

至

岡
山

よしかわ

広島空港

広島港

E2

E75

自動車生産工場

熊野高架橋

清谷高架橋

自動車部品工場
５８拠点

R2.2撮影 R2.2撮影

事業推進
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かせん

一般国道２号 西広島バイパス 事業費５２５百万円 道-１９

４．期待される整備効果

広島県

岡山県

鳥取県

島根県

山口県

事業箇所

１．事業の必要性及び概要

２．事業箇所

３．令和２年度 予定事業内容

都心部延伸区間の調査設計に着手します。

また、遮音壁工事を推進します。

にしひろしま

西広島バイパスは、交通混雑の緩和、交通安全の確保及び

沿道環境の改善を目的とした延長１９．４ｋｍの道路です。

広島県広島市中区平野町～広島県廿日市市地御前
ひろしま なか ひら の まち はつ か いち じ ご ぜん

にしひろしま

S49年度 L=7.0km開通(4/4) H15年度
L=1.9km
開通(4/4)
(高架部)

S53年度 L=5.6km開通(4/4)
S53年度
L=2.6km
開通(4/4)

西広島バイパス L=19.4km
廿
日
市
市
地
御
前

は
つ
か
い
ち

じ
ご
ぜ
ん

都心部延伸区間
（整備済）

都心部延伸区間

H23年度L=2.2km
開通(4/4)
(高架部)

西
区
観
音
本
町

か
ん
お
ん
ほ
ん
ま
ち廿

日
市
下
平
良

は

つ
か
い
ち

し
し

も
へ

ら

廿
日
市
市
地
御
前

は

つ

か

い

ち

し

じ

ご

ぜ

ん

ひ
ろ
し
ま

ひ
ら
の
ま
ち

広
島
市
中
区
平
野
町

調査設計着手
L=2.3km

E2

◎廿日市市役所
◎広島市役所

観音オフランプ付近の渋滞状況（ R元年9月）

至 岩国

至 東広島

広島市役所前交差点の渋滞状況（ R元年9月）

至 東広島

至 岩国

写真➁

写真➁

観音
オフランプ

※H27全国道路・街路交通情勢調査混雑時旅行速度整備後の
西広島ﾊﾞｲﾊﾟｽ都 心部延伸区間は規制速度 （60km/h）で算出

写真➀

写真①

■都市機能の充実、救急搬送の支援

○都市再生緊急整備地域に指定され業務・商業・文化など都市機能の充実・強化を図り、都市の魅力と

国際競争力の強化を目指す広島市都心部へのアクセス性が向上し、経済活動の活発化が期待されます。

○交通混雑の緩和や円滑な救急搬送の支援、沿道環境の改善が期待されます。

【所要時間の短縮 廿日市市役所→広島市役所 現況31分 整備後26分】
所要時間の短縮

【現況】（西広島バイパス）

約31分廿
日
市
市
役
所 約5分

短縮約26分

【都心部延伸区間整備後】（西広島バイパス）

広
島
市
役
所

事業推進
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かせん

一般国道５４号 可部バイパス 事業費２１７百万円 道-２０

開通予定

４．期待される整備効果

広島県

岡山県

鳥取県

島根県

山口県

事業箇所

１．事業の必要性及び概要

２．事業箇所

３．令和２年度 予定事業内容

今年度の開通に向けて、舗装工事等を推進します。

かべ

可部バイパスは、交通混雑の緩和、交通安全の確保を

目的とした延長９．７ｋｍの道路です。

広島県広島市安佐北区可部南１丁目～広島市安佐北区大林町
ひろしま あ さ きた か べ みなみ あ さ きた おおばやしちょう

かべ

至 岩国

安佐北警察署（北）交差点の渋滞状況

至 岩国

■物流の効率化、救急搬送の支援

○広島都心部から安芸高田市へのアクセス

性が向上し、農林水産品における流通の

利便性が期待されます。

○４車線拡幅整備により、交通混雑の緩和や

円滑な救急搬送の支援が期待されます。

可部地区の橋梁上部の施工状況（R2年2月）

可部跨線橋

至 三次

至 三次

至 広島市街

写真① 写真②至 広島市街

※実施設計でのイメージであり、変更となる場合があります。

（資料：安佐市民病院HPより）
河戸帆
待川駅

あき
亀山駅

安佐市民病院

令和２年度
開通予定

(４車線拡幅)

延長 2.1km

【医療施設】令和４年度
新安佐市民病院（仮称）の開院予定

広島市
安佐北区

安芸高田市

北広島町

広島市
安佐南区

至

広
島
市
街

至 三次

E2

可部バイパス 延長 9.7km
か べ

広
島
市
安
佐
北
区
大
林
町

ひ
ろ
し
ま

あ
さ
き
た

お
お
ば
や
し
ち
ょ
う

ひ
ろ
し
ま

あ
さ
き
た

か
べ
み
な
み

広
島
市
安
佐
北
区
可
部
南
一
丁
目

延長 2.1km

令和２年度
開通予定

（４車線拡幅）

開通済区間 延長 8.2km

（H19.3 2/4開通）（H15.3 2/4開通）

暫定開通区間
延長 1.8km

暫定開通区間
延長 1.4km

（H26.2 2/4開通）

暫定開通区間
延長 2.2km

暫定開通区間
延長 2.8km

（H8.8 2/4開通）

広
島
市
安
佐
北
区
大
林
三
丁
目

ひ
ろ
し
ま

あ
さ
き
た

お
お
ば
や
し

写真➀

写真②

54

54

54

183

191

河戸帆
待川駅

あき
亀山駅

下津川駅

可部駅

中島駅

上八木駅

梅林駅

七軒茶屋駅

緑井駅

安芸矢口駅

玖村駅

大町駅

新安佐市民
病院(仮称)

可部駅

中島駅
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当該箇所は、小学校の通学路に指定されているものの、歩道が一部未整備であり、危険な

状況となっています。

瀬野歩道整備は、歩行者が安全・安心に通行できる歩行空間の確保を図るために、歩道の

整備を行うものです。

広島県

岡山県

鳥取県

島根県

山口県

事業箇所

１．事業の必要性及び概要

２．事業箇所

広島県広島市安芸区瀬野

３．令和２年度 予定事業内容

調査設計、用地買収に着手します。

かせん

一般国道２号 瀬野歩道整備 事業費１５百万円 道-２１
せ の

ひろしま

写真① 歩行者の利用状況

【計画断面】【現況断面】

あ き く せ の

【写真①】

(単位：ｍ)(単位：ｍ)

せ の

新規着手
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完成予定

（４．期待される整備効果）

広島県

岡山県

鳥取県

島根県

山口県

１．事業の必要性及び概要

２．事業箇所

広島県広島市中区昭和町～広島県広島市中区東千田町

３．令和２年度 予定事業内容

路面復旧工事を推進します。

かせん

一般国道２号 竹屋電線共同溝 事業費１２０百万円 道-２２
た け や

竹屋電線共同溝は、電線共同溝を整備し無電柱化することで、安全で快適な歩行空間の確保

並びに災害時における緊急輸送道路の確保を図るとともに、良好な都市景観の形成に向けたまち

づくりの支援を目的とした事業です。

事業箇所

《整備の必要性（イメージ写真）》

〇道路上に設置されている電柱は、災害時の倒壊により道路を閉
塞させるおそれが有るほか、歩行者等の通行や良好な都市景観の
形成の妨げとなっています。

＜電柱の倒壊による道路閉塞の事例＞ ＜飛来物による電柱倒壊の事例＞ ＜歩行の支障となる電柱の事例＞

たけや

しょうわまちひろしま ひがしせんだまちひろしま

平面図 現況写真
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呉市が管理する市道白石４丁目３号線は、仁方地区と呉市中心部を結ぶ生活道として重要な

路線である。

当該路線に設置されている仁方隧道において、平成３０年度に実施した呉市による点検結果や

国による直轄診断により、覆工コンクリート背面の空洞やひび割れなどの損傷が確認されており、

補修には高度な専門知識・技術力を要することから国による修繕代行事業を行います。

広島県

岡山県

鳥取県

島根県

山口県

事業箇所

１．事業の必要性及び概要

２．事業箇所

広島県呉市広白石～広島県呉市仁方西神町

トンネル修繕工事を推進します。

かせん

市道 仁方隧道（修繕代行） 事業費８０百万円
道-２３

くれ ひろしらいし くれ にがたにしがみちょう

にがたずいどう

（覆工コンクリートのひび割れ）

くれ

３．令和２年度 予定事業内容

全景 損傷状況

対策イメージ

覆工コンクリートの巻き立て

事業推進
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かせん

山陰道 俵山・豊田道路 事業費２，９６０百万円 道-２４
たわらやま

事業推進

４．期待される整備効果

１．事業の必要性及び概要

２．事業箇所

３．令和２年度 予定事業内容

用地買収、改良工事等を推進します。

と よ た

山陰道俵山・豊田道路は、一般国道４９１号や主要地方道 下関長門線等の事前通行規制区間

の回避、広域観光連携の強化、第３次救急医療機関へのアクセス

改善を目的とした延長１３．９ｋｍの自動車専用道路です。

広島県

岡山県

鳥取県

島根県

山口県

事業箇所

山口県下関市豊田町八道～山口県長門市俵山小原
しものせき とよた ちょう や じ ながと たわらやまこばら

補助国道

主要地方道

一般県道

直轄国道

【凡 例】

事業区間

自動車専用道路
（開通済区間）

高速道路

自動車専用道路
（未開通区間）

調査中区間

Ｎ

長門湯本温泉ＩＣ
ながと ゆもと おんせん

長門・俵山道路

L=5.5km

ながと たわらやま

俵山北IC
たわらやまきた

R1.8撮影

俵
山
・
豊
田
道
路

至 豊田IC（仮称）

至 長門湯本温泉IC

○俵山・豊田道路の整備によって、観光地間が

高速ネットワーク化され、九州から山口県北部への

観光交流人口の拡大が期待

※主要観光施設は下関市、長門市、萩市、美祢市、宇部市、山口市に
立地する観光施設のうち年間入込客数10万人以上のみプロット

※資料／山口県観光振興課調べ
（H29山口県観光客動態調査より）

[凡例]

世界遺産
主要観光施設

九州方面からの
観光入込客数

▼九州方面から山口県への観光交流人口

たわらやま とよた

たわらやま とよた

長門市俵山小原

下関市豊田町八道
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かせん

一般国道１８８号 柳井・平生バイパス 事業費５０百万円 道-２５

新規事業化

４．期待される整備効果

広島県

岡山県

鳥取県

島根県

山口県

事業箇所

１．事業の必要性及び概要

２．事業箇所

３．令和２年度 予定事業内容

調査設計に着手します。

や な い

柳井・平生バイパスは交通混雑の解消及び交通安全の確保を

目的とした延長２．２ｋｍの道路です。

山口県柳井市南町５丁目～山口県熊毛郡平生町宇佐木
やない みなみまち くま げ ひら お ちょう うさなぎ

やない ひらお

ひらお

柳井・平生バイパス
延長2.2km

やない ひらお

平生町

至

岩
国

至 下松

柳井市

至 下松

至 岩国

至

柳
井
商
工
高
校

至

周
東
総
合
病
院

渋滞車両

写真① 交通混雑の状況

写真② 狭小区間における自転車走行状況

至 岩国

至 下松

図 柳井・平生地域の救急搬送状況

凡例

柳井地区広域消防

組合管轄エリア

第二次救急医療施設

■幹線道路の交通混雑解消

○当該区間の整備により、第二次救急へのアクセス性

が向上し、救急医療活動を支援。

【平生町役場～周東総合病院の所要時間】

現況：９分 → 整備後：７分 （約２分短縮）
※H27全国道路・街路交通情勢調査の混雑時旅行速度より

整備後は、柳井・平生バイパス設計速度60km/hで算出

柳
井
市
南
町
５
丁
目

平
生
町
宇
佐
木

写真①
写真②
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当該箇所は、JR南岩国駅前広場に近接し、市道が鋭角に交差する信号交差点であり、交通

導線の錯綜による追突・出会い頭等の事故が多発しているため危険な状況となっています。

南岩国駅前交差点改良は、安全・安心な道路空間の確保を行うために、岩国市及びJRが進

めている「南岩国駅前広場整備」と連携して国道の交差点改良を行うものです。

広島県

岡山県

鳥取県

島根県

山口県

事業箇所

１．事業の必要性及び概要

２．事業箇所

山口県岩国市尾津町～山口県岩国市南岩国町

３．令和２年度 予定事業内容

調査設計に着手します。

かせん

一般国道１８８号 南岩国駅前交差点改良
事業費１５百万円

道-２６
みなみいわくにえきまえ

いわくに お づ まち いわくに みなみいわくにまち

写真② 南岩国駅前広場出入口の状況

【写真①】

事業箇所

⾄
広
島
市

⾄
下
松
市

南岩国駅前交差点

南岩国駅

188
国 道

ROUTE

南岩国駅

写真① 南岩国駅前交差点の状況

【写真②】

みなみいわくに

みなみいわくに

みなみいわくに

岩
国
市
尾
津
町

岩
国
市
南
岩
国
町

新規着手
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（４．期待される整備効果）

広島県

岡山県

鳥取県

島根県

山口県

１．事業の必要性及び概要

２．事業箇所

山口県山口市仁保津上～山口県山口市仁保津下

３．令和２年度 予定事業内容

調査設計に着手します。

かせん

一般国道９号 仁保津電線共同溝 事業費３０百万円 道-２７
に ほ づ

仁保津電線共同溝は、電線共同溝を整備し無電柱化することで、安全で快適な歩行空間の確

保並びに災害時における緊急輸送道路の確保を図るとともに、良好な都市景観の形成に向けた

まちづくりの支援を目的とした事業です。

事業箇所

《整備の必要性（イメージ写真）》

〇道路上に設置されている電柱は、災害時の倒壊により道路を閉
塞させるおそれが有るほか、歩行者等の通行や良好な都市景観の
形成の妨げとなっています。

＜電柱の倒壊による道路閉塞の事例＞ ＜飛来物による電柱倒壊の事例＞ ＜歩行の支障となる電柱の事例＞

に ほ づ

にほづかみやまぐち にほづしもやまぐち

平面図 現況写真

新規着手
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広島県

岡山県

鳥取県

島根県

山口県

１．事業の必要性及び概要

２．事業箇所

山口県下関市～山口県萩市

３．令和２年度 予定事業内容

ロープネット工等を実施します。

かせん

山口１９１号 維持管理（緊急対策 法面・盛土）
事業費１，８６３百万円

道-２８

一般国道１９１号は山口県下関市から広島県広島市を結ぶ主要幹線道路です。

豪雨により土砂災害等が発生するリスクを回避するため、落石崩落の恐れのある箇所について

防災対策を実施することで、道路法面・盛土等に関する緊急対策などを実施し、安全・安心で信頼

性の高い道路ネットワークの確保を図ります。

事業箇所

しものせき はぎ

全景

対策イメージ

斜面状況

落石崩落

しものせき ひろしま

ロープネット工
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１．事業の概要

２．主な事業箇所・事業内容

かせん

トラック・バス渋滞ポイントにおける対策 道-２９

各県単位で、道路管理者、警察等か

ら構成される渋滞対策協議会において、

効果的な対策を検討・実施しています。

この渋滞対策協議会とトラックやバス

等の利用者団体が連携を強化し、利

用者の視点で渋滞箇所を特定した上

で、速効対策を実施する取り組みを全

国で推進します。

渋滞対策の推進体制

やすなが

<<路面標示の見直しを予定 >>

国道２９号安長交差点
（鳥取県 鳥取市）

<<路面標示の見直し
（横断歩道を集約）を予定 >>

<<右折レーンの延伸を予定 >>

至 姫路市

至 国道9号

状況写真

きよみずいりぐち

国道９号清水入口交差点
（島根県 安来市）

状況写真

至 松江市

至 米子市

国道５３号番町交差点
（岡山県 岡山市）

<<左折レーンの増設を予定 >>

至 備前市

状況写真

ばんちょう

至 総社市

状況写真

至 岩国市

至 東広島市

国道２号新観音橋東詰交差点
（広島県 広島市）

しんかんおんばしひがしづめ

国道２号馬屋線交差点
（山口県 周南市）

うまやせん

<<右折レーンの延伸を予定 >>

状況写真

至 下松市

至 防府市

右折レーンの延伸により、
直進車両の阻害を解消

横断歩道の集約により、
右折車両の交通を円滑化

左折レーンの増設により、
直進車両の阻害を解消

路面標示の見直しにより、
車線の食い違いによる
速度低下を解消

右折レーンの延伸により、
直進車両の阻害を解消
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かせん

下関北九州道路

○ 調査の概要

しものせききたきゅうしゅう

下関北九州道路は、北九州市、下関市の都心部

を結び、関門地域における既存道路ネットワークの

課題の解消や関門トンネル・関門橋の代替性の確

保、さらには循環型ネットワーク形成による関門地

域の一体的発展を目的として検討を進めていく道

路です。

令和２年度より、山口県及び福岡県と協力しつつ、

概略ルート・構造等の検討（計画段階評価）に着手。

【引用】 第１回下関北九州道路調査検討会(H29.5.30) 配布資料

福岡県

山口県

《位置図》

■平成30年7月豪雨時には、本州と九州を渡る関門海峡に繋がる高速道路が最大4日間通行止めとなり、
並行する国道等では大型車の交通量が最大約2.6倍に増加。渋滞により広域的な物資輸送に障害。

日付 原因 備考

H30.2.11～12 積雪 上下線 約11時間通行止め

H29.2.11 積雪 上下線 約8時間通行止め

H28.1.24～25 積雪 上下線 約38時間半通行止め

H27.8.25 台風 上下線 約14時間通行止め

H26.2.8 積雪 上下線 約4時間半通行止め

▲関門橋の悪天候による通行止め状況（H25～H29年度） ▲関門橋通行止め時の渋滞状況（関門トンネル入口）

関門トンネル内も

渋滞が発生

■関門ﾄﾝﾈﾙや関門橋が通行止めになると、周辺道路に渋滞が発生し、物流交通が阻害され、
企業活動に影響。 ※総重量44t級の大型コンテナ車が関門海峡を越えるルートは関門橋のみ

○ 当該地域の課題

しものせききたきゅうしゅう

新規

道-３０
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鳥取港は、国際物流ターミナル（水深10m）等を中心に、山陰地方東部経済圏の拠点港として機能して

いますが、冬期風浪等の影響により、港内での荷役作業に支障が生じています。

このため、港内静穏度を確保することで背後ターミナルの荷役稼働率の向上を図るとともに、必要とさ

れている避難水域を確保するため、防波堤の整備を推進します。

鳥取港防波堤整備事業
事業費９０百万円

とっとり

４．期待される整備効果

１．事業の必要性及び概要

２．事業箇所

鳥取県鳥取市

３．令和２年度 予定事業内容

防波堤（第1）（西）の消波ブロック設置を推進します。

また、近年の豪雨等により千代航路に土砂が堆積し、大型船が入港できない事態が発生しているこ

とを踏まえ、主航路を西浜航路に切り替える検討を行います。

本事業により、港内の静穏度が向上し、年間を通じた荷役作業の効率化が図られるとともに、航行
船舶の安全性向上及び避難水域の確保に寄与します。

とっとり

事業箇所

広島県

岡山県

鳥取県

島根県

山口県

千代地区
せんだい

西浜地区
にしはま

防波堤（第1）（西）
（整備中）

港-１

事業推進
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①境港防波堤整備事業 事業費５５０百万円

②境港港湾施設の老朽化対策事業 事業費３００百万円

港-２
さ か い

４．期待される整備効果

① 境港は、背後圏に製材業、製紙業、金属機械製造業、リサイクル関連産業等、多様な産業が立

地しており、山陰地方における物流拠点として重要な役割を担っていますが、冬期風浪等の影響に

より、国際物流ターミナル等での効率的な荷役作業に支障が生じています。

このため、年間を通じて効率的かつ安全な岸壁荷役に資する防波堤の整備を推進します。

② 荷役作業等の港湾機能に支障が生じないよう、港湾施設の老朽化対策を推進します。

１．事業の必要性及び概要

２．事業箇所

鳥取県境港市

①防波堤の基礎工事等を推進します。

②岸壁（水深13m）の老朽化したコンクリート舗装を補修します。

さかいみなと

①本事業により、港内の静穏度が向上し、年間を通じた荷役作業の効率化が図られるとともに、航行
船舶の安全性向上に寄与します。

②本事業により、既設港湾施設の延命化及び維持管理コストの低減が図られます。

外港地区
がいこう

①防波堤(2)
（整備中）

②岸壁(水深13m)
(老朽化対策)

広島県

岡山県

鳥取県

島根県

山口県

事業箇所

３．令和２年度 予定事業内容

事業推進

-71-



①浜田港防波堤（新北）整備事業 事業費９２８百万円

②浜田港港湾施設の老朽化対策事業 事業費４００百万円

港-３
は ま だ

４．期待される整備効果

１．事業の必要性及び概要

２．事業箇所

島根県浜田市

①防波堤（新北）の本体工事等を推進します。

②岸壁（水深12m）の老朽化したコンクリート舗装を補修します。

は ま だ

し ん き た

広島県

岡山県

鳥取県

島根県

山口県

事業箇所

①本事業により、港内の静穏度が向上し、年間を通じた荷役作業の効率化が図られるとともに、航行
船舶の安全性向上及び避難水域の確保に寄与します。

②本事業により、既設港湾施設の延命化及び維持管理コストの低減が図られます。

①防波堤(新北)
（整備中）

しんきた

福井地区
ふくい

②岸壁（水深12m）
（老朽化対策）

① 浜田港は、セメント、原木、石炭等を取扱う物流拠点として、地域の産業活動を支える重要な役

割を果たしていますが、冬期風浪等の影響により、国際物流ターミナルでの安全かつ効率的な荷

役作業に支障が生じています。このため、福井地区において防波堤の整備を推進します。

② 多様な港湾利用に支障が生じないよう、港湾施設の老朽化対策を推進します。

３．令和２年度 予定事業内容

事業推進
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浜田港港湾機能高度化施設整備事業 （島根県）
事業費４５百万円

港-４
は ま だ

４．期待される整備効果

浜田港は島根県唯一の国際貿易港で、定期コンテナ航路が就航しています。浜田港ではコンテナ取

扱量の増加により、小口コンテナの積み替えや蔵置するための施設が不足し、効率的な貨物輸送に

支障が生じています。

このため、福井地区においてコンテナ貨物を効率的に取り扱うため、上屋の整備に着手します。

１．事業の必要性及び概要

２．事業箇所

島根県浜田市

上屋の整備に向けた調査設計を実施します。

は ま だ

広島県

岡山県

鳥取県

島根県

山口県

事業箇所

本事業により、コンテナ貨物の効率的な取扱いが可能となり、浜田港の物流機能強化が図られ、地
域産業の発展に寄与します。

貨物積替円滑化支援施設
（上屋）

福井地区
ふくい

３．令和２年度 予定事業内容

新規着手
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４．期待される整備効果

河下港は、石材、石灰石、スラグ、ＬＰＧ（液化石油ガス）等を取扱う物流拠点であり、また、島根県地

域防災計画で防災拠点に位置づけられている港です。

しかし、大型船に対応した岸壁不足や港内静穏度不足による荷役稼働率低下が課題となっており、年

間を通じて安定的な物流機能を発揮するための防波堤整備を推進します。

１．事業の必要性及び概要

２．事業箇所

河下港国内物流ターミナル整備事業（島根県）
事業費５２０百万円

港-５
かわしも

島根県出雲市

防波堤（沖）の本体工事等を推進します。

本事業により、港内静穏度が向上し、年間を通じた荷役作業の効率化が図られるとともに、航行船舶
の安全性向上に寄与します。また、耐震強化岸壁の整備により、大規模地震時に緊急物資の海上輸
送機能を確保し、地域の防災機能向上に寄与します。

いずも

防波堤（沖）
（整備中）

垂水地区
たるみ

ふ頭用地
（供用中）

航路・泊地（水深7.5m）
（供用中）

岸壁（水深7.5m）（耐震）
（供用中）

広島県

岡山県

鳥取県

島根県

山口県

事業箇所

３．令和２年度 予定事業内容

事業推進
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４．期待される整備効果

１．事業の必要性及び概要

２．事業箇所

水島港国際物流ターミナル整備事業
事業費７６０百万円

港-６
みずしま

岡山県倉敷市

玉島地区航路・泊地（水深12m）の浚渫工事等を推進します。

本事業により、企業間連携による大型穀物船を活用した共同輸送が実現し、穀物の安定的かつ安価
な輸入が可能となり、地域の畜産業の競争力強化に寄与します。

く ら し き

水島港の背後地には穀物取扱企業が多数立地し、食料コンビナートを形成しており、近畿・中国・四

国地方の穀物輸入拠点として、重要な役割を果たしています。

平成23年5月、水島港の国際バルク戦略港湾（穀物）の選定を契機として、新たに配合飼料製造業者

や食品製造業者等が玉島地区に新工場を稼働させ、穀物の大量一括輸送の実現が喫緊の課題となっ

ています。

このため、水島港水島地区及び玉島地区において、大型穀物船に対応した岸壁などの港湾施設整

備を推進します。

３．令和２年度 予定事業内容

事業箇所

広島県

岡山県

鳥取県

島根県

山口県

航路（水深12m）

岸壁（水深14m）（改良）

水島地区
みずしま

玉島地区
たましま

ふ頭用地、荷役機械
（整備中）

航路・泊地（水深12m）
（整備中）岸壁（水深12m）

（整備中）
航路・泊地（水深14m）

泊地（水深12m）
（整備中）

航路（水深14m）

泊地（水深14m）

事業推進
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４．期待される整備効果

１．事業の必要性及び概要

２．事業箇所

水島港国際物流ターミナル・臨港道路整備事業
事業費３，４６０百万円

港-７
みずしま

岡山県倉敷市

玉島地区航路（水深12m）の浚渫工事、岸壁（水深12m）（耐震）のコンテナ流出対策を推進します。

本事業により、大型コンテナ船や大型穀物船への対応が可能となり、基幹産業の国際競争力強化が
図られます。また、大規模地震時に緊急物資の海上輸送機能を確保し、地域の防災機能向上に寄与
します。

く ら し き

水島港は、我が国の基幹産業が集積する水島臨海工業地域を擁し、中・四国第1位の取扱貨物量を

誇る港です。

しかし、生産拠点である水島地区と物流拠点である玉島地区間の港湾貨物輸送の円滑化や、玉島地

区における国際コンテナ貨物の増加、船舶の大型化、大規模地震への対応、高潮等に対する岸壁の

浸水対策が課題となっています。

このため、国際物流ターミナル（水深12m）の整備を推進します。

３．令和２年度 予定事業内容

事業箇所

広島県

岡山県

鳥取県

島根県

山口県

臨港道路
（供用中）

玉島地区
たましま

水島地区
みずしま

航路（水深12m）
（整備中）

泊地（水深12m）
（供用中）

岸壁（水深12m）（耐震）
（供用中）

一般道路（既設）

水島臨海工業地域

高
梁
川

臨港道路（既設）

事業推進
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４．期待される整備効果

福山港は、背後圏に鉄鋼業や造船業等、企業の事業所が多数立地しており、我が国の基幹産業であ

る製造業及び地域の経済・雇用の成長を支えるため、重要な役割を果たしています。

福山港では鉄鋼業・造船業の輸出貨物の増加が予想されていますが、大型船に対応した岸壁が不足

しているため、喫水調整を行うなど非効率な輸送を余儀なくされています。

このため、輸出量の増加や船舶の大型化に対応するため、既存ストックを有効活用したふ頭再編のた

めの港湾整備を推進します。

１．事業の必要性及び概要

２．事業箇所

福山港ふ頭再編改良事業 事業費１，０１０百万円
港-９

ふ く や ま

広島県福山市

箕沖地区岸壁（水深10m）の地盤改良工事、基礎工事、本体工事等を推進します。

本事業により、大型船への対応が可能となり、物流コストが削減により地域基幹産業の国際競争力
の維持・強化に寄与します。

事業箇所

広島県

岡山県

鳥取県

島根県

山口県

ふくやま

航路・泊地（水深12m）
岸壁（水深12m）

（整備中）

ふ頭用地

岸壁（水深10m）
（整備中）

航路・泊地（水深10m）
（整備中）

ふ頭用地
（整備中）

箕島地区
みのしま

箕沖地区
みのおき

３．令和２年度 予定事業内容
みのおき

泊地（水深10m）
（整備中）

泊地（水深12m）

航路（水深12m）

事業推進
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海面清掃船「おんど２０００」諸元

１．全長 30.70ｍ

２．全幅 11.60ｍ

３．深さ 3.34ｍ

４．総トン数 144トン

５．航行速力 14.5ノット

６．機関出力 749ｋW×2台

７．ごみコンテナ 25ｍ３×2台

鳥取県島根県

岡山県広島県山口県

担務海域

基地港

海洋環境整備事業 事業費９１百万円

海面清掃船「おんど２０００」により、『航行船舶の安全確保』 『海洋の汚染の防除』を目的に、海面に

浮遊するごみの回収を実施します。なお、令和元年度に瀬戸内海で定期船を運航する民間事業者等と

「海道見守り隊」制度を締結し、漂流物等の情報を提供していただく取り組みを開始しました。

令和２年度も引き続き、この制度を活用し瀬戸内海の航路の安全を確保します。

本事業により、流木などを原因とする海難事故を未然に防ぎ、また、海岸等に漂着するごみの低減
にもつながることから、航行船舶の安全確保や海洋の汚染の防除に寄与しています。

２．事業箇所

３．令和２年度 予定事業内容

山口県柳井市沖～広島県福山市沖

１．事業の必要性及び概要

４．期待される効果

担務海域（2,400k㎡）内の海面浮遊ごみの回収を実施します。

H28.9撮影

海面清掃船「おんど２０００」 流木回収状況

R1.8撮影

港-１０

や な い ふくやま

かいどう

事業推進
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４．期待される整備効果

広島港は、背後に立地する自動車産業をはじめとする製造業の物流を支える拠点となっています。

①完成自動車を輸送する自動車運搬船は、近年大型化が進んでいますが、宇品地区の岸壁は大型
船に対応しておらず、非効率な輸送を余儀なくされています。
また、宇品地区の既設岸壁は昭和３０～４０年代に建設され、老朽化が進行しています。このため、
自動車運搬船の大型化と、岸壁の老朽化に対応するため、既設岸壁の改良を推進します。

②世界のクルーズ需要増加やクルーズ船の大型化に対応するため、既設岸壁の改良を推進します。

１．事業の必要性及び概要

２．事業箇所

広島県広島市

３．令和２年度 予定事業内容

①岸壁（水深12m）（改良）の既設構造物撤去工事、地盤改良工事等を推進します。

②岸壁（水深10m）（改良）の本体工事等を推進します。

また、今後増加が見込まれる輸出コンテナに対応するため、出島地区において新たな施設整備内

容を検討します。

①広島港ふ頭再編改良事業 事業費９００百万円

②広島港岸壁改良事業 （広島県） 事業費３００百万円

港-１１

① 本事業により、完成自動車、自動車部品及びRORO貨物の効率的な海上輸送を実現し、地域基幹
産業の国際競争力の維持・強化に寄与します。

② 本事業により、大型クルーズ船の受け入れが可能となり、地域経済の活性化に寄与します。

ひろしま

事業箇所

広島県

岡山県

鳥取県

島根県

山口県

宇品地区
うじな

①航路・泊地（水深12m）
（整備中）

①泊地（水深12m）

①ふ頭用地

①航路（水深12m）

①岸壁（水深12m）（改良）
（整備中）

ひ ろ し ま

②岸壁（水深10m）（改良）
（整備中）

事業推進
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広島空港は、中国地方の国際・国内線の航空輸送網の拠点となる空港であり、背後圏の経済活動を

支える重要な役割を担っています。

しかしながら、滑走路及び誘導路については、舗装の経年劣化による強度低下やひび割れなどが確

認されたことから、航空機の安全運航を維持するため、老朽化した舗装の改良を行います。

４．期待される整備効果

航空機の安全かつ安定した運航を確保することができるため、今後も国際・国内航空ネットワーク
の拠点としての重要な機能を発揮することができます。

１．事業の必要性及び概要

３．令和２年度 予定事業内容

誘導路等の舗装の改良を行います。

広島空港滑走路・誘導路改良整備事業 事業費２９８百万円 港-１２
ひ ろ し ま

広島県

岡山県

鳥取県

島根県

山口県

事業箇所

誘導路改良

エプロン改良

２．事業箇所

みはらしほんごうちょう

広島県三原市本郷町

舗装表面に発生した経年劣化によるひび割れ

誘導路 エプロン

完成予定
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４．期待される整備効果

航空機の安全かつ安定した運航を確保することができるため、今後も国際・国内航空ネットワークの
拠点としての重要な機能を発揮することができます。

１．事業の必要性及び概要

３．令和２年度 予定事業内容

滑走路端安全区域（ＲＥＳＡ）の整備にむけた設計、用地買収等を行います。

広島空港滑走路端安全区域整備事業 事業費３５４百万円 港-１３
ひ ろ し ま

広島県

岡山県

鳥取県

島根県

山口県

事業箇所

２．事業箇所

オーバーラン事故事例

（2010年1月 米国チャールストン・イエーガー空港）

ひろしまけんみはらしほんごうちょう

広島県三原市本郷町

滑走路端安全区域

広島空港は、中国地方の国際・国内線の航空輸送網

の拠点となる空港であり、背後圏の経済活動を支える

重要な役割を担っています。

滑走路端安全区域（RESA：Runway End Safety Area）
とは、航空機が離着陸する際に滑走路を超えて走行し

停止する「オーバーラン」等を起こした場合に、航空機

の損傷を軽減させるための区域です。広島空港の安全

性向上を図るため、RESA長を現在の４０ｍから９０ｍに

拡張する事業を推進します。

事業推進
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４．期待される整備効果

徳山下松港は、西日本に立地する火力発電所や鉄鋼、製紙、化学工業等で発電燃料に用いられる石

炭の輸入拠点として重要な役割を果たしており、平成23年5月には、国際バルク戦略港湾（石炭）に宇部

港とともに選定される等、更なる発展が期待されています。

石炭を輸入する企業が利用する既存ターミナルは、大型船に対応しておらず、積荷調整による非効率

な輸送を余儀なくされています。このため、下松地区、徳山地区および新南陽地区において、大型船に

対応した岸壁等の整備を推進します。

１．事業の必要性及び概要

２．事業箇所

３．令和２年度 予定事業内容

徳山下松港国際物流ターミナル整備事業
事業費５，３２０百万円

港-１４
と く や ま く だ ま つ

山口県周南市、下松市

下松地区桟橋（水深19m）の本体工、徳山地区航路（水深14m）の浚渫工、徳山地区岸壁（水深14m）

延伸工事に向けた施工検討、新南陽地区岸壁（水深12m）の調査等を推進します。

本事業により、企業間連携による大型石炭運搬船を活用した共同輸送の進展への対応が可能とな
り、地域産業の安定・発展や国際競争力の強化が図られるとともに、西日本地域の石炭輸入拠点とな
ることにより、石炭の安定的かつ安価な輸送の実現に寄与します。

し ゅ う な ん く だ ま つ

新南陽地区

徳山地区

下松地区

岸壁（水深14m）（延伸）
（整備中）

航路・泊地（水深12m）

航路・泊地（水深14m）
（整備中）

航路（水深14m）
（整備中）

岸壁（水深12m）（延伸）
（整備中）

桟橋（水深19m）
（整備中）臨港道路

（整備中）

荷役機械
（整備中）

ふ頭用地
（整備中）

しんなんよう

とくやま

くだまつ

事業箇所

広島県

岡山県

鳥取県

島根県

山口県

事業推進
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岩国市道を利用する
港湾関連車両

室の木地区至山口市

至広島市

国道2号線混雑状況

４．期待される整備効果

① 岩国港は、石油化学コンビナート等を有する工業港であるとともに、国際コンテナ貨物の取扱港として

地域経済を支える重要な役割を担う港です。

しかし、港内のふ頭間を結ぶアクセスルートがないため、港湾関連車両は混雑が激しい国道２号線や

住宅地内の市道を通行し、非効率な輸送を余儀なくされています。

このため、港湾貨物の物流効率化や住宅地の生活環境の改善を図るため、臨港道路の整備を推進

します。

②荷役作業等の港湾機能に支障が生じないよう、港湾施設の老朽化対策を推進します。

１．事業の必要性及び概要

２．事業箇所

山口県岩国市

３．令和２年度 予定事業内容

① 臨港道路の橋梁下部工事等を推進します。

②岸壁（水深7.5m）の地盤改良工等を実施します。

①岩国港臨港道路整備事業 事業費１，０００百万円

②港湾施設の老朽化対策事業（山口県）事業費 ７０百万円

港-１５

① 本事業により、ふ頭間の臨港交通ネットワークの構築による物流効率化が図られ、背後企業の国
際競争力強化に寄与します。また、住宅地内の市道を通行していた港湾関連車両の通行ルートが
新たに確保されることにより、周辺の生活環境の改善に資することが期待されます。

② 本事業より、既設港湾施設の延命化および維持管理コストの低減が図られます。

いわくに

いわくに

事業箇所

広島県

岡山県

鳥取県

島根県

山口県

Ⅰ期
L＝1.2km

Ⅱ期
L＝0.4km

Ⅲ期
L＝1.3km

装束地区
室の木地区

至
広
島
市

①臨港道路（供用中）
①臨港道路（整備中）
②岸壁（水深7.5m）（改良）
国道２号
既設臨港道路
岩国市道
岩国港背後立地企業

新港地区

しょうぞく

しんみなと

むろのき

至山口市

①臨港道路
（整備中）

②岸壁（水深7.5m）
（老朽化対策）

①臨港道路
（供用中）

住宅地

事業推進
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新規着手

水辺や歴史的なまちなみなどの景観資源や滞在空間の魅力を高める整備を行い、周辺エリアの
人を呼び込むことで、人の流れを創出します。

島根県松江市白潟地区は、大橋川や宍道湖に隣接し、中心市街地の賑わいエリアであるＪＲ松
江駅と松江城を結ぶ動線の中間点に位置していますが、空き家、空き店舗の増加などにより、まち
の魅力が低下しています。

地区内では、大橋川拡幅や新大橋架け替え事業が進められおり、これにあわせて水辺や道路な
ど公共空間の改修や活用による大きなリノベーションと、民間が所有する遊休不動産などの活用
による小さなリノベーションを一体的に推進し、エリアの魅力を高めることで、中心市街地の回遊性
向上と賑わい創出を図り、歩きたくなるまちを目指します。

広島県

岡山県

鳥取県

島根県

山口県

事業箇所

島根県松江市白潟地区

電線類地中化の設計、住宅等の修景支援

かせんど う ろ

第１期白潟地区都市構造再編集中支援事業
（島根県松江市）

都-１
し ら か た ち く

事業費５４１百万円

水辺空間の現状

水辺空間の整備イメージ

４．期待される整備効果

１．事業の必要性及び概要

３．令和２年度 予定事業内容

２．事業箇所
し ら か た

新大橋大橋川

宍道湖
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新規着手

広島県福山市蔵王地区は、近隣にJR東福山駅や山陽自動車道の福山東IC、国道182号など交

通機関が集中していますが、平成30年7月豪雨も含め局地的豪雨により浸水被害が頻発していま

す。このため、昨年9月に100mm/h安心プランに登録された「福山市手城川流域における床上浸水

被害解消プラン」に基づき、手城川の河川改修事業と連携し、再度災害防止を目的に浸水対策を

実施します。

雨水ポンプ場及び幹線管渠（最大φ3,000mm）の設計等

かせんど う ろ

蔵王地区事業間連携下水道事業
（広島県福山市）

ざ お う

事業費６０２百万円

広島県

岡山県

鳥取県

島根県

山口県

事業箇所

広島県福山市蔵王地区
ざ お う

雨水幹線及びポンプ施設の整備を行い、平成30年7月豪雨と同規模の降雨があった場合でも床
上浸水被害を解消します。

福 山 市

城東中学校

P

写真① 国道182号付近浸水状況
（H30年7月）

写真② 明神町付近浸水状況
（H30年7月）

写真①

写真②

指定避難場所 排⽔区域界

要配慮者施設 ⾬⽔幹線 L=3,375m

浸⽔実績（H30.7豪⾬） ⾬⽔ポンプ場

緊急輸送道路

凡  例

P

a 深津公⺠館

b 深津⼩学校

c ラフェスタ2⽴体駐⾞場

d 城東中学校

指定避難場所

４．期待される整備効果

１．事業の必要性及び概要

３．令和２年度 予定事業内容

２．事業箇所

都-２
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４．期待される整備効果

本建築物は1925年に銀行の建物として竣工された後、増改築されながら使用されており、現在は

広島市の中心商店街（広島本通商店街）に面し、ベーカリー、レストラン等に使用されています。建

築基準法上、不特定多数の者が利用する「要緊急安全確認大規模建築物」であり、耐震診断を

行った所、現行の耐震診断基準を満たさないことが判明したため2016年に閉店し、安全性の高い

建物へと建替が行われることになりました。建替の際には1945年の原爆により被爆した外壁の一

部を残し被爆建物としての保存が行われます。

※事業費61百万円とは耐震対策緊急促進事業対象部分のみ。

広島県

岡山県

鳥取県

島根県

山口県

事業箇所

１．事業の必要性及び概要

３．令和２年度 予定事業内容

平成３０年度から令和２年度の３ヵ年事業

令和２年度は主に内装、外構工事を行い完了予定

かせんど う ろ

広島アンデルセン耐震対策緊急促進事業

（広島県広島市）

２．事業箇所

広島県広島市中区本通７－１
ほんどおり

完成予定

2020 完成予想図

建替

1925 1978

2016

建て替えにより現行の耐震診断基準に適合した建物となります。また、建物の一部を災害時にお
ける帰宅困難者を受け入れる場所として提供する予定であり、多数の利用者の安全性の確保およ
び周辺市街地の地域防災対策が促進され、広島県の安全安心できるまちづくりに貢献されます。

都-３

事業費６１百万円
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新規着手

４．期待される整備効果

官庁施設は築後３０年以上を経過したものが４割を超えており、より長く安全に利用し、トータ

ルコストの縮減等を実現するため、く体の保護や建物ライフラインの劣化防止などを計画的に

実施する「長寿命化改修」を行っています。水島港湾合同庁舎については、完成から４０年以

上が経過しており、今回工事において外壁や建具などの改修を行います。

広島県

岡山県

鳥取県

島根県

山口県

事業箇所

１．事業の必要性及び概要

２．事業箇所

３．令和２年度 予定事業内容

■所在地

岡山県倉敷市水島福崎町２－１５

水島港湾合同庁舎１号館・２号館

■構造・規模

１号館：鉄筋コンクリート造地上３階

延べ面積７９４㎡

２号館：鉄筋コンクリート造地上６階地下１階

延べ面積２，８８９㎡

■工事概要

屋根、外壁、建具改修

■整備予定年度

令和２～３年度

かせん

水島港湾合同庁舎の長寿命化 事業費６９百万円 営-１
みずしまこうわんごうどうちょうしゃ

くらしきしみずしまふくさきちょう

老朽化の進行を防ぐ本改修により、水島港湾合同庁舎を今後もより長く安全に利用すること

ができます。

水島港湾合同庁舎（現況）
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事業推進

４．期待される整備効果

災害時に災害応急対策活動の拠点としての機能を確保するとともに人命の安全を確保する

必要があるため、広島合同庁舎２号館の耐震化工事を行います。

広島県

岡山県

鳥取県

島根県

山口県

事業箇所

１．事業の必要性及び概要

２．事業箇所

３．令和２年度 予定事業内容

■所在地

広島県広島市中区上八丁堀６－３０

広島合同庁舎２号館

■構造・規模

鉄骨鉄筋コンクリート造

地上１１階地下１階

延べ面積１９，８４３㎡

■工事概要

耐震改修（免震）

■整備予定年度

平成２９～令和３年度

かせん

広島合同庁舎２号館の耐震改修 事業費１４７９百万円 営-２
ひろしまごうどうちょうしゃ

かみはっちょうぼり

広島合同庁舎２号館（現況）

広島合同庁舎２号館が、災害発生時における災害応急対策活動の拠点として確実に機能

することができます。
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４．期待される整備効果

災害時に災害応急対策活動の拠点としての機能を確保するとともに人命の安全を確保する

必要があるため、山口地方合同庁舎１号館の耐震化工事を行います。

広島県

岡山県

鳥取県

島根県

山口県

事業箇所

１．事業の必要性及び概要

２．事業箇所

３．令和２年度 予定事業内容

■所在地

山口県山口市中河原町６－１６

山口地方合同庁舎１号館

■構造・規模

鉄筋コンクリート造地上３階

延べ面積２，８２６㎡

■工事概要

耐震改修

■整備予定年度

令和２～３年度

かせん

山口地方合同庁舎１号館の耐震改修 事業費４２百万円 営-３
やまぐちちほうご うど うち ょ う しゃ

なかがわらちょう

山口地方合同庁舎１号館が、災害発生時における災害応急対策活動の拠点として確実に

機能することができます。

山口地方合同庁舎１号館（現況）

新規着手
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Ⅲ．社会資本総合整備事業の概要

１．社会資本総合整備事業
◇社会資本整備総合交付金は、国土交通省所管の地方公共団体向け個別

補助金を一つの交付金に原則一括し、地方公共団体にとって自由度が

高く、創意工夫を生かせる総合的な交付金として平成２２年度に創設。

◇活力創出、水の安全・安心、市街地整備、地域住宅支援といった政策

目的を実現するため、地方公共団体が作成した社会資本総合整備計画

に基づき、目標実現のための基幹的な社会資本整備事業のほか、関連

する社会資本整備等を総合的・一体的に支援。

◇平成２４年度補正予算において、地方公共団体が行う、地域住民の命

と暮らしを守る総合的な老朽化対策や、事前防災・減災対策の取組、

地域における総合的な生活空間の安全確保の取組を集中的に支援する

ため、防災・安全交付金を創設。

２．予算の概要

社会資本総合整備事業関係［２，４２９億円（０．８３）］

（再掲）
※「社会資本総合整備事業」は、「社会資本整備総合交付金」、「防災・安全

交付金」をいう。

社会資本総合整備事業については、地方公共団体等が作成した社会

資本総合整備計画に基づき、同計画の目標を実現するための事業に対

し、地方公共団体の要望を踏まえ、下記の方針のとおり所要額を配分

する。

ストック効果を高めるアクセス道路の整備、地方ブロックの経済活

性化を図る港湾の整備、「浸水対策重点地域緊急事業」に位置づけら

れ実施する事業、重要交通網にかかる箇所における土砂災害対策事業、

下水汚泥のエネルギー利用や広域化・共同化の取組を推進するため追

加的に必要となる下水道事業、国際的なイベントの開催等に向けた都

市公園の整備、地震時等に著しく危険な密集市街地における防災性の

向上に資する住環境の整備など、別添「社会資本整備総合交付金、防

災・安全交付金における配分の考え方」に記載する事業に特化して策

定される整備計画に対して重点配分を行う。

また、重要インフラの点検結果等を踏まえた防災・減災、国土強靱

化のための緊急対策に対して集中的に配分を行う。
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かせん

社会資本総合整備事業（鳥取県） 交-１

●社会資本整備総合交付金

事業費２９，６２４百万円

（社会資本整備総合交付金８，０６３百万円、防災・安全交付金２１，５６１百万円）

現況

●防災・安全交付金

○鳥取県における流域一体となった総合的な水域の

安全・安心対策の推進（防災・安全）緊急対策 【鳥取県】計画期間：H28～R2

１．事業の必要性及び概要 ２．事業内容（代表事業箇所）

勝部川

広島県

岡山県

鳥取県

島根県

山口県

勝部川流域は、これまで幾度となく洪水被害に見舞われており、

近年では平成30年台風24号の際に堤防越水し、要配慮者利用

施設や工業団地に床上浸水等の大きな被害が発生しました。

早期効果発現のため再度災害防止となる規模での暫定改修を

進めており、完成間近となっています。

かちべがわ

支川の日置川、更に支川の露谷川を同時

並行して築堤護岸改修を進めます。

ひおきがわ つゆたにがわ

日置川

露谷川

JR山陰本線

山陰自動車道

R1.5.22撮影

工業団地

大型土のうによる仮設越水対策状況
（露谷川事業予定箇所）

住宅密集地域

住宅密集地域

勝部川

凡例
改修区間

交通の円滑化による地域活性化支援（Ⅱ期）

【鳥取県】計画期間：H30～R4

１．事業の必要性及び概要

２．事業内容（代表事業箇所）

国道１７９号は、国道９号（山陰道）と周辺

市町を結ぶ主要幹線道路であるが、湯梨浜

町田後からはわい長瀬区間は多くの生活交

通と通過交通が混在しており、慢性的に渋

滞が発生し、交通事故も多発しています。

本事業により通過交通を分散することによ
り安全で円滑な交通を確保し、幹線道路網
の強化を図ることで中部地域の発展に寄与
します。 ▲沿道店舗周辺での渋滞状況

地域間において交通の難所となっている箇所の道路整備を行い、交通の円滑化を図るとともに、県内
の主要観光地へのアクセス向上、活力のある地域づくりのための基盤整備を図ります。

【一般国道１７９号 はわいバイパス】
さんいん

ゆり は ま

たじり ながせ
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○５ 通学路の安全の確保（防災・安全）

【島根県】 計画期間：H31～R5

かせん

社会資本総合整備事業（島根県） 交-２

事業費５４，３５８百万円

（社会資本整備総合交付金１６，９０５ 百万円、防災・安全交付金３７，４５３百万円）

１．事業の必要性及び概要

通学路交通安全プログラムに掲げている自転車歩行者道未設置区間の要対策箇所について、歩道

等の整備を実施し、通学路の安全な歩行空間を確保します。

２．事業内容（代表事業箇所）

べっぷ

通学路の安全を確保するため、歩道整備と落石

対策を行います。

対策イメージ現道状況

現況

●社会資本整備総合交付金

●防災・安全交付金

国道１８７号 大野原工区
おおのばら

歩道設置
歩
道
設
置

落石防護網

落石防護網の対策例

鹿足郡吉賀町柿木村
かのあし よしかちょう かきのきむら

○港湾の物流機能の拡充・強化を図るみなと整備（地域活性化）

【島根県】 計画期間：H26～R2

１．事業の必要性及び概要

西郷港は、隠岐島後における

島民の生活を支える島内消費

物資の流通拠点として重要な役

割を果たしていますが、港内に

小型船の係留施設が不足して

います。

本事業により、新たな係留施

設として本港地区に物揚場を整

備し、港湾の利便性及び安全性

の向上を図り、地域活性化に寄

与します。

２．事業内容（代表事業箇所）

本港地区
ほんこう

西郷港

広島県

岡山県

鳥取県

島根県

山口県

物揚場(水深2.0m)

物揚場の舗装工等を行います。さ い ご う お き ど う ご

ほ ん こ う
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浸水対策重点地域緊急事業
L=約3.2km

特別養護
老人ホーム

昭和小学校

美袋駅

みなぎ

美袋

しもくら

下倉

日羽

みなぎ

美袋地区

さくばら

作原地区

しもむら

下村地区つき

槻地区

かせん

社会資本総合整備事業（岡山県） 交-３

●社会資本整備総合交付金

事業費３７，９２４百万円

（社会資本整備総合交付金１５，３８４百万円、防災・安全交付金２２，５４０百万円）

●防災・安全交付金

○河川氾濫の防止・軽減による「より災害に強く、元気な岡山」の実現（防災・安全）重点

【総社市】 高梁川 浸水対策重点地域緊急事業 計画期間：R2～R7

１．事業の必要性及び概要

平成30年７月豪雨により、浸水戸数３１３戸の

甚大な被害が発生したことから、県と総社市が

連携し、堤防整備、ポンプ設置等のハード対策と

防災情報の発信や土地利用規制等のソフト対策

に取り組むことにより、再度災害を防止し、災害

に強い地域づくりを進めるとともに、県民生活の

安全・安心の確保を図ります。

２．事業内容（代表事業箇所）

位 置 図

事業箇所

事業効果

床上
299戸 床下

14戸
浸水解消

たかはしがわ

昭和小学校体育館付近

作原地区浸水状況（H30.7.7)美袋地区浸水状況（H30.7.7)

凡例
整備区間

H30.7月豪雨
決壊箇所
浸水範囲

総社市
みなぎ さくばら

○岡山市における人と環境にやさしい交通ネットワークの構築

【岡山市】計画期間：R1～R4

公共交通の利便性向上を図り、回遊性の向上ひいては

中心市街地の活性化につなげることを目的に、路面電車

の岡山駅前広場乗り入れに取り組み、岡山市都市交通戦

略で位置付けた岡山駅の交通結節機能を強化します。ま

た、併せて駅前広場の整備を行います。

１．事業の必要性及び概要

２．事業内容

【後楽園に見立てた駅前広場の整備イメージ】

（都市・地域交通戦略推進事業）

既存路面電車の延伸 Ｌ＝0.1㎞

停留場 １カ所新設、 １カ所変更

交差点改良 、 駅前広場の再整備 等
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かせん

社会資本総合整備事業（広島県） 交-４

●社会資本整備総合交付金

事業費７５，１３２百万円

（社会資本整備総合交付金２７，９６４百万円、防災・安全交付金４７，１６８百万円）

●防災・安全交付金

○広島県域における県土一体となった総合的な土砂災害対策の推進（防災・安全）

【広島県】 計画期間：R2～R6

１．事業の必要性及び概要 ２．事業内容

全国で最も土砂災害のおそ

れのある箇所が多い広島県

では，ハード対策の推進を図

るとともに，県民に向けた土

砂災害情報の提供等のソフト

対策を併せた土砂災害対策

を積極的に行い，近年多発す

る豪雨災害に対して安全で安

心な県土を築きます。

おおつえがわ

大津恵川 通常砂防事業

①
整備状況 写真①

凡例

砂防事業箇所

土砂災害警戒区域

○呉港における客船寄港の促進

【呉市】 計画期間：R2

１．事業の必要性及び概要

呉港には大型クルーズ船の受入

が可能な岸壁がありません。

本事業により、川原石（西）地区

の岸壁において、大型クルーズ船

の受入が可能となる改良を行い、

我が国のクルーズ市場の拡大に寄

与します。

２．事業内容（代表事業箇所）

川原石（西）地区
か わ ら い し

岸壁(水深7.5m)

大型クルーズ船の受入を可能とす

るため、岸壁の防舷材と係船柱の改

良を行います。

くれ

広島県

岡山県

鳥取県

島根県

山口県

呉港

か わ ら い し
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かせん

社会資本総合整備事業（山口県） 交-５

●社会資本整備総合交付金

事業費４５，８２２百万円

（社会資本整備総合交付金１７，９８１百万円、防災・安全交付金２７，８４１百万円）

○産業を支えるやまぐちのみちづくり

【山口県及び山口市】 計画期間：H30～R4

整備することにより、物流等 産業力・観光力の強化を支援するため、各拠点からインターチェンジ、駅、
港湾等へのアクセス道路の迅速化・円滑化を図る。

１．事業の必要性及び概要

２．事業内容（代表事業箇所）

湯田PA
スマートＩＣ

市
道

御
堀

平
井

線

本区間では、慢性的な交通渋滞に加えて、
交差点部で交通事故が多数発生しているた
め、拡幅整備（２車線→４車線）を行うことに
より、広域交通拠点へのアクセス性の向上
や安全で円滑な交通の確保を図ります。

【国道４９０号 宇部工区】
う べ

【現地状況】

宇部テクノパーク

（工業団地）

山口物流

産業団地

重要港湾
宇部港

①

柳井港駅

現況

●防災・安全交付金

○山口県における総合的な水の安全・安心基盤整備の推進（防災・安全）

【山口県】計画期間：H30～R4

１．事業の必要性及び概要 ２．事業内容（代表事業箇所）

やまぐち

山口県周防灘沿岸では、海岸線が湾状で

南向きに開いた遠浅の沿岸であるため、

平成11年台風18号、平成16台風18号等により、

過去幾多の高潮被害が発生しています。

本事業により、台風に伴う高潮被害から

背後の市街地の浸水被害を防止・軽減し、

住民の皆様の

生命・財産を

守ります。

小野田港海岸
柳井港海岸 消波ブロック据付

による護岸嵩上げ

柳井港海岸岸ノ下地区
や な い き し の し た

す お う

消波ブロック

護岸（改良）

小野田港海岸大浜地区
お の だ お お は ま

胸壁（改良）

（整備済）

胸壁

胸壁嵩上げ
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